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反
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か
ら
で
あ
る
。

(
1
)
 

中
農
・
自
小
作
の
前
進
、
膨
張
が
、
戦
前
の
佐
賀
平
担
部
農
業
の
分
析
か
ら
典
型
的
に
検
出
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
層
を
「
佐
賀
段
階
」
の
生

産
力
の
担
い
手
と
す
る
「
佐
賀
段
階
論
」
が
生
れ
た
。
小
論
で
の
問
題
は
、
自
ら
寄
生
地
主
制
を
変
容
さ
せ
つ
つ
農
地
改
革
を
必
然
化
し
た

こ
の
生
産
力
形
成
層
が
、
戦
後
の
農
業
構
造
の
変
革
の
な
か
で
、
い
か
な
る
変
貌
の
方
位
を
と
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
生
産
力
形

成
層
と
し
て
の
こ
の
自
小
作
中
層
が
、
戦
後
ど
の
よ
う
に
停
滞
・
転
移
•
発
展
す
る
か
を
究
明
す
る
に
は
、
当
然
そ
の
形
成
過
程
が
再
度
反

「
自
小
作
中
層
前
進
論
」
の
今
日
的
評
価
に
も
つ
ら
な
る
。

(
2
)
 

戦
前
、
自
小
作
中
層
の
膨
脹
を
、
農
民
層
の
分
解
理
論
と
し
て
と
ら
え
る
と
、
こ
う
で
あ
る
。
自
小
作
中
層
の
膨
脹
は
、
分
解
の
二
つ
の

軸
線
の
交
叉
の
上
に
生
じ
た
。

手
作
地
主
な
い
し
自
作
中
層
に
は
じ
ま
る
下
降
軸
線
で
あ
る
。
こ
の
上
昇
、
下
降
の
両
軸
線
の
交
叉
が
、
中
農
層
に
お
ち
て
、
こ
の
層
を
肥

大
さ
せ
た
。

―
つ
は
、
零
細
小
作
（
年
雇
）
な
い
し
零
細
自
作
を
発
進
基
地
と
す
る
上
昇
軸
線
で
あ
り
、
他
の
一
っ
は
、

ま
づ
上
昇
農
民
層
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
の
小
作
地
拡
大
は
家
族
労
作
経
営
の
規
模
で
頭
打
ち
し
て
自
小
作
転
進
に
移
る
。
そ
の
さ
い
農

民
地
を
核
に
も
つ
自
作
農
と
、
も
た
な
い
小
作
農
を
比
較
す
れ
ば
、
現
実
的
に
後
者
が
よ
り
強
い
＝
ネ
ル
ギ
ー
を
も
っ
て
い
る
。
い
づ
れ
に

せ
よ
、
経
営
地
の
拡
大
は
中
農
規
模
を
限
度
と
す
る
。
そ
の
さ
い
自
作
系
譜
の
上
昇
農
民
層
の
場
合
は
、
お
う
お
う
に
し
て
、
中
規
模
の
永

続
農
家
と
し
て
固
定
す
る
。
か
り
に
ま
た
こ
れ
ら
の
農
民
層
が
、
所
有
地
を
そ
の
限
度
以
上
に
取
得
し
て
も
、
こ
れ
を
す
べ
て
自
己
経
営
に

投
入
し
て
、
富
農
↓
農
業
ブ
ル
ジ
ョ
ア
に
ま
で
転
成
す
る
展
望
は
な
い
。
寄
生
地
主
制
の
障
壁
の
前
に
、
自
ら
寄
生
地
主
と
し
て
昇
華
す
る

次
に
没
落
農
民
層
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
れ
ら
の
層
が
所
有
規
模
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
経
営
か
ら
足
を
洗
う
だ
け
な
ら
、
中
小
寄
生
地

主
へ
の
蛹
化
で
あ
る
。
逆
に
ま
づ
所
有
権
を
失
っ
て
も
、

経
営
に
か
じ
り
つ
け
ば
そ
の
下
降
は
、
自
作
中
農
↓
自
小
作
中
農
↓
小
作
中
農
↓

省
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
反
省
は
ま
た
同
時
に
、

自
小
作
中
層
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

第
二
十
九
巻

第
五
・
六
号

一
六
六



自
小
作
中
雇
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

層
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
自
小
作
中
層
の
前
進
を
、

第
二
十
九
巻
第
五
・
六
号

上
昇
農
民
層
の
場
合
、
経
営
が
中
規
模
で
限
界
を
つ
く
の
は
、
家
族
労
作
経
営
の
規
準
を
脱
し
え
な
い
か
ら
で
あ
り
、
自
小
作
↓
自
作
↓

寄
生
地
主
と
横
す
べ
り
す
る
の
は
、
寄
生
地
主
制
の
障
壁
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
下
降
膜
民
層
に
つ
い
て
も
、
永
続
農
家
と
し
て
の
固
定

を
別
と
す
れ
ば
、
小
地
主
と
し
て
寄
生
し
え
た
の
は
寄
生
地
主
制
（
高
率
小
作
料
）

一
六
七

の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
小
作
零
細
農
↓
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
（
離
農
・
離
村
）
化
と
と
も
に
、
小
作
貧
農
の
強
い
滞
留
が
あ
っ
た
の
は
、
こ
の
寄
生
地
主
化
（
プ
ル
ジ
ョ
ア
化
の
展
望
の
否
定
）

の
盾
の
半
面
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
自
小
作
中
層
の
膨
脹
は
、
寄
生
地
主
制
の
下
で
特
殊
に
構
造
化
さ
れ
た
農
民
層
分
解
の
当
然
の
帰
結
で

(
3
)
 

あ
っ
た
。
こ
れ
を
図
示
す
れ
ば
、
第
一
図
の
「
農
民
層
の
分
解
図
」
と
な
る
。

上
述
の
自
小
作
中
層
の
膨
脹
の
な
か
で
、
生
産
力
の
担
当
者
と
し
て
真
に
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
を
発
揮
し
う
る
の
は
、
上
昇
軸
線
に
乗
る
農
民

あ
る
。

零
細
農
と
い
う
形
態
を
と
る
。

「
農
家
の
生
態
図
」
と
し
て
と
ら
え
た
の
が
第
二
図
で
あ
る
。
発
展
の
方
向
を
X
↓
Y

と
し
、
右
辺
を
小
作
地
、
左
辺
を
自
作
地
と
す
る
。
ま
づ
A
に
発
進
し
た
零
細
小
作
（
年
屈
）
が
、
経
営
地
を
取
得
、
拡
大
す
る
に
は
、
小

c
 

作
地
を
拡
げ
る
他
に
は
な
い
。

A

＿
に
示
す
小
作
膨
脹
が
そ
れ
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
あ
る
程
度
、
こ
の
運
動
が
す
す
み
経
営
規
模
が
家
族

B
 

C

E

 

労
作
経
営
の
上
限
に
た
っ
す
る
と
従
来
の
小
作
地
を
自
作
地
化
し
よ
う
と
す
る
↓
＿
運
動
に
転
化
す
る
。
自
小
作
転
進
で
あ
る
。
む
ろ

B

D

 

ん
、
自
小
作
転
進
は
生
や
さ
し
い
過
程
で
は
な
い
。
経
営
規
模
を
一
段
の
ぼ
る
よ
り
、
小
作
形
態
か
ら
自
作
形
態
に
移
る
方
が
、
よ
り
大
き

C

E

 

な
＝
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
。
苦
汗
労
働
と
過
少
消
費
を
デ
コ
と
す
る
内
部
蓄
積
が
前
提
さ
れ
る
。
し
か
も
こ
の
転
進
は
‘
↓
―
の
単

B

D

 

D

C

D

 

純
な
移
行
で
は
な
く
、
し
ば
し
ば

C
↓
と
い
う
純
粋
な
小
作
地
増
大
も
あ
わ
せ
も
つ
。
↓
と
い
う
経
営
規
模
拡
大
の
＝
ネ
ル
ギ
ー
が

D

B

E

 

な
く
て
は
、
小
作
地
の
自
作
化
も
難
し
い
。
経
営
規
模
と
し
て
も
拡
大
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
を
も
つ
農
家
の
み
が
、
自
作
地
化
と
い
う
け
わ
し

い
づ
れ
の
形
態
の
下
降
に
せ
よ
、

一
方
の
極
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
が
あ
り
、

他
方
の
極
に
寄
生
地
主
化
が
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第
二
十
九
巻

く
て
、
か
つ
経
営
に
と
っ
て
直
接
に
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
、
自
小
作
転
進
過
程
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
こ
の
膨
脹
期
、
よ
り
恵
ま
れ

E
 

た
条
件
が
あ
れ
ば
、

B
↓
と
い
う
純
粋
な
自
作
膨
脹
も
か
ね
あ
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
総
じ
て
い
え
ば
、
自
小
作
転
進
期
に
あ
る
膜
家

E
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自
小
作
中
層
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

と
は
、
自
小
作
転
進
を
中
軸
に
、
純
粋
な
小
作
地
拡
大
と
、

第
五
・
六
号

一
六
九

し
ば
し
ば
純
粋
な
自
作
地
取
得
を
も
あ
わ
せ
も
つ
よ
う
な
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
に
溢

れ
る
時
期
に
あ
る
農
家
を
指
し
て
い
る
。

D
 

さ
き
こ

c
虐
を
、
家
族
労
作
経
営
の
上
限
と
い
っ
た
が
、
は
さ
ら
に
そ
れ
を
上
廻
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
肛
か
ら
諏
へ
の
増
大

>
B
_
E

⑰
 

過
程
は
、
機
械
体
系
の
整
備
、
家
族
労
働
の
組
織
化
、
臨
時
雇
の
導
入
を
テ
コ
と
し
て
、
家
族
労
作
経
営
の
限
界
を
拡
幅
し
て
い
く
過
程
で

u
 

も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
戦
煎
段
階
の
日
本
農
業
の
な
か
で
は
、
こ
の
増
幅
の
幅
は
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
＿
規
模
農
家
（
具

D

E

 

体
的
に
は
ニ
ー
三
町
規
模
）
、
と
く
に
ー
規
模
農
家
（
具
体
的
に
は
三
ー
五
町
規
模
）
は
、
か
り
に
臨
時
雇
導
入
で
補
強
し
て
も
、
家
族
労

E
 

作
経
営
の
ギ
リ
ギ
リ
の
限
界
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
後
継
者
の
進
学
、
就
識
等
に
よ
り
、
家
族
の
労
働
紐
織
に
少
し
で
も
ヒ
ビ
が
入
る
と
、

D
 
,
—
規
模
は
経
営
と
し
て
な
り
た
た
な
い
。
そ
う
い
う
農
家
は
落
層
を
は
じ
め
る
。
そ
の
下
降
の
生
態
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

E

D

 

ま
づ
と
い
う
小
作
地
を
手
離
し
て
、
自
作
農
に
純
粋
化
す
る
。
発
展
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
失
い
、
す
で
に
没
落
過
程
に
入
っ
た
農
家
は
、

D
 

自
作
農
と
し
て
安
定
す
る
こ
と
も
難
し
い
。
寄
生
（
脱
農
）
期
に
入
っ
た
農
家
は
、
こ
の
没
落
ー
離
農
の
過
程
を
す
す
み
、
そ
の
延
長
線
上

D

D

F

 

に
完
全
離
殷
を
む
か
え
る
。
そ
の
方
向
は
二
つ
で
あ
る
。
―
つ
ま
i

な
い
し
を
全
て
貸
付
地
に
だ
す
ー
規
模
の
寄
生
地
主
へ
の
昇
華
で
あ

i

E

E

G

 

る
。
と
く
に
西
南
地
帯
に
多
か
っ
た
寄
生
小
地
主
は
、
離
農
過
程
に
入
っ
た
こ
れ
ら
の
農
民
層
が
最
終
的
に
蝸
化
し
た
姿
で
あ
る
。
他
の
一

つ
は
、
没
落
過
程
が
さ
さ
ら
に
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
形
で
襲
っ
た
場
合
で
あ
る
。
経
営
と
所
有
と
を
い
っ
き
ょ
に
喪
失
し
、

F
に
収
縮
す
る

賃
労
働
者
化
の
過
程
で
あ
る
。

F
 

以
上
が
、

X
|
Y
軸
の
上
を
、

A
を
起
点
と
し
、

F
な
い
し
を
終
着
点
と
し
て
、
世
代
交
替
を
経
な
が
ら
運
動
す
る
＝
ネ
ル
ギ
ー
を
、

G
 

農
家
の
生
態
と
し
て
焼
き
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
自
小
作
中
層
の
膨
脹
前
進
と
は
、
戦
前
、
実
質
的
な
生
産
力
の
担
い
手
と
し
て
形
成
さ
れ

た
こ
の
自
小
作
転
進
期
に
あ
る
中
農
層
の
大
量
的
存
在
で
あ
っ
た
。
戦
後
の
農
地
改
革
は
、
寄
生
地
主
制
を
解
体
し
、
自
作
農
的
土
地
所
有

第
二
十
九
巻



地
所
有
の
最
も
正
常
的
な
形
態
」
で
あ
り
、

「
経
営
様
式
の
完
全
な
発
展
の
た
め
」
、

ざ
る
基
礎
で
あ
る
。
だ
が
改
革
前
の
自
作
農
に
は
、
こ
う
い
う
分
割
地
農
民
と
し
て
の
独
立
的
発
展
の
展
望
は
な
か
っ
た
。
か
れ
ら
は
、
寄

生
地
主
制
の
藩
屏
、
末
端
紐
織
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
寄
生
地
主
制
の
障
壁
の
あ
る
限
り
、
自
作
農
形
態
も
経
営
の
よ
り
一
層
の
発
展
の
た
め

の
必
要
な
通
過
点
で
な
く
、
農
業
生
産
力
の
向
上
、
経
営
の
合
理
性
を
追
及
す
る
視
点
で
は
、
小
作
形
態
で
の
経
営
地
拡
張
の
方
が
よ
り
合

理
的
で
、
自
作
へ
の
転
進
は
む
し
ろ
不
合
理
で
あ
る
。
自
作
農
化
は
、
高
率
小
作
料
の
圧
迫
か
ら
、
農
民
の
経
営
、
家
計
を
解
放

費
か
ら
落
さ
れ
、

し
、
そ
の
限
り
で
陵
民
的
余
剰
ー
蓄
積
を
大
き
く
す
る
。
け
れ
ど
も
小
作
料
前
払
い
と
し
て
の
土
地
購
入
資
金
は
、
あ
ら
か
じ
め
生
産
的
経

か
つ
自
作
化
後
手
に
し
う
る
地
代
部
分
も
、
必
ず
し
も
生
産
的
投
資
に
は
む
か
な
か
っ
た
。
戦
前
の
自
、
自
小
、
小
作
別

(1) 
す
れ
ば
、
こ
う
で
あ
る
。

を
創
っ
た
。
創
出
さ
れ
た
新
し
い
基
盤
の
上
の
自
作
農
は
、

生
地
主
制
の
障
壁
は
と
り
払
わ
れ
、
そ
の
か
ぎ
り
で
中
農
前
進
は
、
そ
の
資
本
家
経
営
の
展
望
に
も
通
じ
る
か
に
み
え
た
。
け
れ
ど
も
、
現

実
に
は
農
民
経
営
の
資
本
的
経
営
へ
の
発
展
の
展
望
は
な
い
。

革
し
え
ず
、
か
え
っ
て
零
細
な
自
作
農
的
土
地
所
有
1
1
経
営
を
骨
化
し
た
か
ら
で
あ
り
、

て
、
正
確
に
そ
の
体
制
の
下
に
把
握
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
い
う
条
件
の
下
で
、
中
農
標
準
化
は
再
生
産
さ
れ
た
。

戦
前
か
ら
戦
後
へ
の
農
業
構
造
の
変
化
を
、

自
小
作
中
層
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

ほ
ん
ら
い
[
自
営
農
民
の
自
由
な
所
有
」
は
ヽ

第
二
十
九
巻

か
っ
て
の
よ
う
な
自
小
作
転
進
に
み
る
「
死
の
飛
躍
」
を
必
要
と
し
な
い
。
寄

―
つ
は
、
改
革
が
地
主
制
を
一
掃
は
し
た
が
、
そ
の
下
で
の
零
細
農
耕
を
変

一
応
、
上
述
の
よ
う
に
把
握
し
て
も
、
農
民
階
分
解
論
、
あ
る
い
は
股
家
の
発
展
の
生
態
論

か
ら
み
た
「
自
小
作
前
進
」
な
い
し
「
中
農
膨
脹
」
の
規
定
に
つ
い
て
、
今
日
の
目
か
ら
み
て
問
題
や
反
省
が
な
い
で
は
な
い
。
ま
た
そ
の

延
長
線
上
に
、
戦
前
の
自
小
作
中
層
に
か
わ
る
生
産
力
の
形
成
・
担
当
者
が
生
れ
て
い
る
か
ど
う
か
も
問
題
で
あ
る
。
問
題
、
反
省
を
摘
記

改
革
の
前
後
を
つ
う
ず
る
自
作
農
の
性
格
規
定
の
問
題

ここ‘
f
f
 

「
小
経
営
の
た
め
の
土

(
4
)
 

「
人
格
的
自
立
性
の
発
展
の
た
め
」
の
か
ぐ
べ
か
ら

二
つ
は
こ
れ
を
独
占
資
本
が
収
奪
の
対
象
と
し

第
五
・
六
号

一
七

0



(2) 

自
小
作
中
層
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

「
自
小
作
前
進
論
」
の
理
論
的
反
省
に
か
か
わ
る
問
題

態
で
あ
る
。

来
、
停
滞
層
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
う
い
う
性
格
は
、
改
革
が
生
ん
だ
自
作
農
に
も
ひ
き
つ
が
れ
て
い
る
。

自
小
作
前
進
論
は
、
そ
れ
を
生
ん
だ
当
時
の
時
代
的
制
約
も
あ
っ
て
、

第
二
十
九
巻

改
革
前
の
自
作
農
に
は
、

こ
う
い
う
意
味
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
は
す
で
に
な
い
。

第
五
・
六
号

一
七

生
産
力
論
の
立
場
か
ら
み
て
、

自
作
農
は
本

小
作
、
自
小
作
層
が
、
苦
汗
労
働
と
過
少
消
費
を
武
器
と
し
つ
つ
、
高
率
小
作
料
の
重
圧
の
下
で
な
お
、
農
民
的
余
剰
1
1
蓄
積
を
し
ぼ
り

だ
し
て
い
た
時
、
そ
の
重
圧
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
た
自
作
農
は
か
え
っ
て
そ
の
競
争
力
の
弱
さ
を
土
地
所
有
に
よ
っ
て
補
い
つ
つ
、
自
作
地

1
1
家
族
経
営
と
い
う
保
塁
の
な
か
に
安
住
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、

自
作
化
は
、

る
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
小
作
農
は
経
営
の
合
理
性
の
追
及
、
競
争
の
貫
徹
の
原
則
を
は
な
れ
て
、

め
た
。
小
作
農
が
自
作
農
に
転
化
す
る
時
、
本
来
の
農
民
地
を
も
つ

自
作
系
譜
の
安
定
1
1
停
滞
層
と
同
じ
よ
う
な
性
格
に
変
る
と
す
れ
ば
、

自
小
作
農
も
半
身
は
自
作
農
だ
と
い
う
意
味
で
、

自
作
農

一
般
が
も
つ
停
滞
的
性
格
を
共
通
に
も
っ
て
い
る
。
か
り
に
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

自
小
作
前
進
は
、
小
作
型
膨
脹
が
自
小
作
へ
旋
回
し
は
じ
め
た
時
、
す
で
に
停
滞
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
だ
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

前
進
的
な
自
小
作
と
、
停
滞
的
な
自
作
と
を
、

「
人
格
の
自
立
性
」

と
、

た
だ
一
点
、
区
別
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
小
作
前
進
の
過
程
で
は
、
小
作
地

の
自
作
地
へ
の
転
換
と
と
も
に
、
小
作
地
の
取
得

・
拡
大
を
と
も
な
う
の
が
普
通
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
小
作
地
の
自
作
地
転
換
は
、
経
営

の
合
理
性
の
貫
徹
を
そ
れ
だ
け
歪
め
る
の
で
、
そ
の
危
険
を
の
り
き
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
＝
ネ
ル
ギ
ー
源
が
、
経

営
規
模
の
拡
大
（
新
し
い
小
作
地
借
入
）
を
通
ず
る
生
産
力
の
追
及
で
あ
る
。
自
小
作
中
層
と
は
、

か
ら
の
自
己
解
放
を
試
み
、
他
方
で
商
品
生
産
の
発
展
に
経
営
規
模
拡
大
を
あ
わ
せ
よ
う
と
す
る
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
を
も
つ
農
民
層
の
存
在
形

一
方
で
自
作
化
に
よ

っ
て
寄
生
地
主
制

作
前
進
」
と
は

「
自
小
作
停
滞
」
の
謂
な
の
か
。

「
自
小

一
定
の
時
点
で
、
自
作
化
を
強
く
も
と

「
生
活
の
安
定
性
」
を
保
証
す

の
農
家
経
済
調
査
の
分
析
が
、
正
確
に
実
証
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。



賀
型
」
論
に
よ
っ
て
、
豊
か
な
具
体
性
を
も

っ
た
。
け
れ
ど
も
、
段
階
論
と
発
展
論
と
は
本
来
お
な
じ
も
の
で
は
な
い
。
前
者
が
視
野
を
生

産
力
の
発
展
段
階
に
限
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
後
者
は
資
本
主
義
の
基
本
的
な
生
産
閣
係
の
発
展
そ
の
も
の
を
あ
っ
か
っ
て
い
る
。
自
小
作

前
進
論
は
、
段
階
論
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
自
ら
も
生
産
力
論
の
枠
内
に
と
じ
こ
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
問

の
停
滞
で
あ
る
。

題
に
す
る
の
は
、
戦
後
に
お
け
る
佐
賀
農
業
の
停
滞
が
、
意
誠
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
停
滞
と
は
、

寄
生
地
主
制
の
解
体
に
よ
っ
て
、

(3) 

農
地
改
革
は
、

ま
た
新
し
い
生
産
力
の
段
階
を
劃
し

生
産
力
論
を
で
な
い
。
だ
か
ら
、
生
産
力
1
1
使
用
価
値
形
成
の
問
題
が
、
価
値
の
形
成
1
1
実
現
と
い
う
媒
介
項
ぬ
き
で
、
蓄
積
論
に
そ
の
ま

(
5
)
 

ま
結
び
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
批
判
も
、
当
然
あ
び
せ
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
自
小
作
前
進
論
は
、
本
来
、
農
民
分
解
論
で
あ
る
。
そ
し
て
農

民
分
解
論
と
は
、
商
業
的
農
業
の
発
展
を
通
じ
て
生
じ
る
農
業
生
産
力
の
上
昇
が
、
既
往
の
生
産
関
係
と
矛
盾
し
、
こ
れ
を
新
し
い
生
産
関

係
に
改
編
し
て
い
く
総
過
程
を
扱
う
も
の
で
あ
る
。
農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
の
「
発
展
の
理
論
」
で
あ
る
。
分
解
論
は
こ
と
の
当
然
と
し

て
、
価
値
論
は
お
ろ
か
、
再
生
産
論
、

で
あ
る
か
ぎ
り
、
価
値
の
形
成
ー
実
現
の
問
題
を
、
そ
の
基
底
に
お
い
て
抽
象
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
戦
前
の
理
論
の
環
境

(
6
)
 

お
よ
び
水
準
に
お
い
て
、
資
本
主
義
の
分
析
に
は
再
生
産
論
の
具
体
的
適
用
が
せ
い
ぜ
い
で
あ
っ
た
な
か
で
、
農
民
分
解
の
理
論
、
資
本
主

義
の
発
展
理
論
を
と
り
こ
ん
だ
の
は
、
自
小
作
前
進
論
の
理
論
的
功
績
で
あ
っ
た
。
理
論
は
そ
れ
に
よ
っ
て
新
鮮
さ
と
、
柔
軟
さ
を
え
た
。

け
れ
ど
も
、
自
小
作
前
進
論
は
、
問
題
の
提
示
の
仕
方
を
生
態
論
に
よ
っ
て
い
る
。
背
景
に
あ
る
問
題
意
識
は
別
と
し
て
、
資
本
主
義
的

生
産
関
係
の
発
展
の
基
礎
過
程
、
発
展
を
阻
む
前
期
的
な
諸
関
係
の
重
圧
そ
の
た
め
に
生
じ
る
発
展
の
特
殊
性
等
を
、
ま
っ
こ
う
か
ら
扱
っ

「
歴
史
」
と
し
て
の
発
展
で
な
く
、

い
わ
ゆ
る
佐
賀
農
業
の
「
停
滞
」
に
つ
い
て
の
問
題

「
生
態
」
と
し
て
の
発
展
で
あ
る
。

以
上
と
関
連
あ
る
こ
と
だ
が
、
自
小
作
前
進
論
は
、
「
佐
賀
段
階
」
1
1
「
佐

生
産
関
係
の
基
麻
を
変
革
し
、

い
う
ま
で
も
な
く
生
産
力

て
は
い
な
い
。
発
展
を
扱
っ
て
は

い
て
も
、 市

場
論
、

地
代
論
を
ふ
ま
え
た
上
に
立
っ
て
い
る
。

自
小
作
前
進
論
が
農
民
層
の
分
化

・
分
解
論

自
小
作
中
層
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

第
二
十
九
巻
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自
小
作
中
層
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

註
(
1
)

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

(
6
)
 

(
7
)
 

第
五
・
六
号

た
。
だ
が
そ
の
生
産
力
段
階
は
、
す
で
に
佐
賀
農
業
に
お
い

て
は
、
戦
前
、
到
達
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
改
革
は
、
そ
の
水
準
を
全
国

的
に
平
準
化
し
た
ま
で
で
あ
る
。
生
産
力
視
点
だ
け
に
立
つ
か
ぎ
り
、

東
日
本
の
「
躍
進
」
と
西
日
本
の
「
停
滞
」
は
、
当
然
の
過
程
と
い

(
7
)
 

っ
て
も
よ
い
。
ま
た
東
日
本
が
昭
和
30
年
以
降
、
停
滞
局
面
に
転
換
す
る
の
も
、
そ
の
意
味
で
必
然
の
過
程
で
あ
る
。
生
産
関
係
に
お
け
る

新
し
い
変
革
、
零
細
農
耕
と
の
矛
盾
の
新
し
い
解
決
な
し
に
は
、
生
産
力
の
水
準
も
ま
た
、
新
し
い
段
階
を
む
か
え
得
な
い
。
け
れ
ど
も
、

佐
賀
農
業
に
お
い
て
も
、
人
格
の
自
立
性
の
確
保
、
経
営
•
生
渚
の
水
準
向
上
と
い
う
点
で
は
、
大
き
い
変
革
を
う
け
て
い
る
。
い
わ
ば
、

東
北
・
北
陸
農
業
が
、
農
地
改
革
の
成
果
を
生
産
力
の
上
昇
に
う
け
と
め
た
と
す
れ
ば
、
佐
賀
農
業
は
お
な
じ
改
革
を
生
活
水
準
の
向
上
に

う
け
と
め
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
佐
賀
農
業
の
停
滞
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
戦
前
の
自
小
作
前
進
の
生

産
力
論
•
生
態
論
的
な
規
定
へ
の
反
省
に
も
通
じ
る
。

転
移
の
過
程
を

田
中
定
『
佐
賀
県
平
坦
地
悟
一
農
村
の
分
析
』
（
「
経
済
学
研
究
」
九
巻
一
号
）
同
『
佐
賀
農
業
論
』
（
「
経
済
学
研
究
」
九
巻
四
号
）

綿
谷
赴
夫
『
日
本
農
業
に
お
け
る
中
牒
層
の
形
成
』
（
「
農
業
綜
合
研
究
」

5
巻
2ー

3
号）

田
中
定
『
佐
賀
県
平
坦
部
農
業
及
び
農
村
の
研
究
』
（
東
亜
農
業
研
究
所
「
佐
賀
農
業
の
研
究
」
）

マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
第
3
部
4
7
章

磯
辺
俊
彦
『
佐
賀
平
坦
農
業
に
お
け
る
農
民
的
蓄
栢
の
勁
向
』
（
四
屈
業
綜
研
九
州
支
所
「
几
州
に
お
け
る
経
済
と
農
業
」
）

吉
村
正
晴
『
地
域
経
済
へ
の
二
、
三
の
反
省」

（
九
州
経
済
凋
査
協
会
「
研
究
報
告
」

No.
3
1
)
 

山
田
盛
太
郎
『
日
本
農
業
再
生
産
構
造
の
基
礎
的
分
析
』
（
土
地
制
度
資
料
保
存
会
）

第
二
十
九
巻

み
る
。 以
上
の
点
を
問
題
意
識
と
し
て
、

ま
づ
自
小
作
中
層
の
形
成
過
程
を
反
省
し
、

一七――-

次
い
で
戦
後
に
お
け
る
そ
の
骨
化
、



参
照
）

し
た
北
九
州
、

筑
豊
の
エ
鉱
業
地
帯
お
よ
び
長
崎
・
佐
枇
保
の
工
業
地
帯
の
上
に
築
か
れ
た
。

（第
2
表

過
程
が
貫
徹
し
た
。

ー
生
産
力
脳
開
の
阻
止
要
因
を
ふ
く
め
て
|
|

第
二
十
九
巻

ひ
と
り
佐
賀
農
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
戦
前
の
日
本
農
業
の
作
物
表
に
は
、
多
彩
な
商
品
作
物
の
取
捨
を
通
じ
て
、
水
稲
1
1
米
へ
の
一
元
化

「
米
」
基
軸
は
、
寄
生
地
主
制
確
立
期
、
そ
の
変
容
期
、
昭
和
大
恐
慌
を
劃
期
と
し
て
ま
す
ま
す
強
め
ら
れ
た
。
市
場

米
規
模
も
、
消
費
人
口
の
増
大
と
、

一
人
当
り
米
消
費
量
の
増
加
に
裏
う
ち
さ
れ
て
拡
大
し
た
。
第
1
表
に
み
る
よ
う
に
明
治
10
年
代
を
基

準
と
し
て
、
明
治
末
、
そ
の
二
倍
、
昭
和
大
恐
慌
あ
け
、
そ
の
三
倍
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
佐
賀
米
市
場
は
、
こ
れ
を
囲
親
す
る
形
で
展
開

す
な
わ
ち
次
の
三
つ
で
あ
る
。

(
1
)

明
冶
29
年
官
制
公
布
、
明
治
34
年
開
業
の
八
播
製
鉄
を
中
軸
と
し
た
北
九
州
工
業
地
帯
（
大
正
初
葉
八
幡
製
鉄
の
従
業
者
倍
増
、
北
几
州
5
市
人
口

30
万
ラ
イ
ン
を
越
え
る
）

(
2
)

明
冶
14
年
の
蒸
気
枯
水
の
測
兌
を
起
点
と
す
る
石
炭
庄
業
革
命
の
開
始
が
、
明
治
末
葉
、
鉱
区
独
占
と
特
栢
的
向
業
資
本
機
能
に
支
え
ら
れ
た
財
閥

系
炭
鉱
の
独
占
内
地
位
の
価
立
と
こ
れ
に
対
す
る
中
小
戊
鉱
の
従
属
形
態
の
完
成
と
い
う
形
て

、
実
を
結
び
、
同
時
に
石
炭
産
業
自
体
が
独
占
段
階
に

移
行
し
た
筑
豊
産
炭
地
幣
（
大
正
初
葉
、
明
冶
末
葉
八
3
9
年

yに
比
し
て
出
炭
紐
で
も
倍
、
出
炭
価
格
で
40
倍
、
試
掘
坪
数
14
倍
、
採
掘
坪
数
2
倍
を

記
録
し
、
炭
鉱
従
業
旦
、
栢
岡
虻
詔
炭
田
て
15Jj
人
ラ
イ
ン
を
越
え
る
）

(
3
)

明
治
20
年
の
長
給
造
船
所
三
菱
掌
握
を
己
点
と
し
、

R
消
・
日
露
戦
争
を
へ
て
造
船
産
業
革
命
を
完
成
す
る
三
菱
長
崎
造
船
所
を
中
軸
と
し
て
展
開

す
る
長
的
の
造
船
関
聯
工
業
地
帯
と
、
明
治
19
年
の
鎮
守
府
設
蓋
を
起
点
と
す
る
佐
世
保
軍
港
の
拡
大
と
、
こ
れ
と
閲
聯
の
造
船
関
係
工
業
を
展
開
す

る
佐
世
保
周
辺
地
帯

作

物

表

の

論

理

自
小
作
中
層
前
進
論
の
今
日
的
坐
梗

第
五
・
六
号

一
七
四



第 1表

自
小
作
中
層
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

人口の米需要量と市場米（推定）との比較

1消費 1人当 消 費
1人口消費米 需要量 市 場米 1指

千人1 り――石 宕
62.l i 0.861 111,763,068 I 12,452,607 

21~25 I 15,338.3 I 0.961 I 14,740,106115,082,085 

' 26~30 17,095.91 0 92815,864,995 14,576,511 

31~35 119,397.71 0.984 I 19,089,374117,746,833 

36~40 J 22,563.o I 1.054 I 24,017,€72 I 20,098,042 

4l~T. 1124,896.0 [ 1.039 j 25,866,944 j 24,369,708 

大正2~ s I 28,094.o I 1.088 130.s62,272 I 27,17o,7s1 

7 ~11 I 30,542.7 j 1.130 I 34,513,251 I 30,663,310 
12~ S. 2 34,247.71 1.121 38,391,672 31,140,054 

I 
昭和 3~ 7 37,257.6| 1.078 46,163,693 33,190,667 1 

I 
8 ~12 141,908.8 ¥ 1.086 I 45,512,957134,415,150 

数 ！過不足

100 I + 689,53W 
121.1 I + 341,979 
117.0 I - 1,288,484 

. 142,5 I -1,342,541 

1 6 1. 3 1 - 3, 9 1 9, 6 3 0 1 

195.6 I - 1,497,236 

21s.1 I - 3,391,511 

246.3 I -3,849,941 

250.o I -7,251,618 

266.4 I -12,973,026 

276.3 1-11,097,807 

註 1．農林省「農林省累年統計表」等より算出 した花田仁伍「米価と
小作料ノート」

『佐賀大学法経経論集』 p.149の数字より抽出

2. 消費人口は総人ロ一米作人口、消費需要量は 1人当消費X消費

人口、市場米は（地主米＋農民手取米） ー（J塁家全剰米）

第 2表 八幡製鉄その他の従業員数の推移

第
二
十
九
巻

第
五

・
六
号

一七
五

八幡製鉄 l 三菱造船
年度ー 1年度 年度 1

石炭鉱業

I 実数 I指数 実数指数 ！実 数指数

I 人I II 人I 人
明29 39, 0.8 1 明22I 1,224'I 100 明32| 61,000 100 
34 I 4,484 I 100 11 25 I 1,532 I 125 Ii 36 I 85,ooo I 139 

40 I 11,412 I 254 !I 30 I 3,935 I 321 !I 42 I 153,ooo I 250 
44 I 11,490 I 256 11 34 I 5,226 I 427 大 4I 193,ooo I 316 

大 5I 19,419 I 433 !i 40 I 10,191 I 832 11 9 I 343,ooo I 562 

10 I 31.101 I 693 II大 1I s,778 I 717 昭 2I 289,ooo i 391 
昭 1I 3o,3o3 I 675 Ii 6 I 15,405 I 1,25s 11 6 I 154,ooo ! 252 
5 I 30,469 I 679 11 11 I 13,571 I 1,10s 11 s I 137,ooo I 224 

10 I 28,969 I 646 昭 6I s,127 I 500 11 11 I 198,346 I 325 

15 I 49,102 ! 1,095 !I 11 I 13,421 I 1,096 11 15 I 322,941 I 529 

19 I 66,740 I 1,488 ii I I ii 19 I 380,9571 624 

註 1. 「八幡製鉄50年史」「三菱造船 100年史」

2. 石炭鉱業は全国の数字で代表したが、およそその半分は筑盟で

ある。



第 3表 九州各県産米の移出推移（千石）

I ー総 移―—出 九州外仕向 九州内仕向九州丙丑向比率

1移出県
(A) （B) （BIA) 

大正8 昭和 9 大正8一面和 9ー大正8―昭和9-大正 8 昭和9
~10年 ～13年 ～10年～13年～10年 i~13年～10年 l~13年

i福岡 I 208 i 135 ! 162 i 78 i 45 I 57 I 22%[ 42% 
！佐賀 I 487 I 653 I 120 i 123 1 366 I 530 I 75 I 81 
長崎| -I 50 - ； 32 - 18 -， 36 
熊本 i 1so i 601 i 390 I 250 I 360 i 351 ! 48 i 58 

大分 : 251 I 373 I 122 i 161 I 129 I 212 I 51 I 57 
：宮崎 |203 195 143 80, 60'115 30 59 

鹿児島 l 300 126 | 270 84 31 42 | 10 1 33 
：計 2,198I 2,133 I 1,201 I 808 I 992 I 1,325 I 45 I 1,207 I 808 I 992 I 1.325 I 45 I 

註） 1. 各年産米の県外移出裔を示す。
2. 大正8-10年は農商務省農務局「穀物検査事業要覧」第一号

昭和 9-13年は農林省米穀局「道府県産米移入高識査」

3. /塁林省綜合農業研究所九州支所編「九州における経済と農業」

P. 198の数字を借る

自
小
作
中
層
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

62 

第 4表 米の移出先別移出数量
自昭和 6年10月
至 同 7年 9月

京

知

都

阪

山

庫

崎

岡

他

歌

東

愛

京

大

和

兵

長

福

其

移出数最

106,103俵

| 

12,291 

6,595 

277,588 

15,461 

27,884 

606,431 

336,976 

55,048 

百 分

7.3 

0.8 

0.4 

19.2 

1.0 

1.9 

41.9 

23.3 

3.8 

100 

比 I 
［佐賀、小城、杵島、東松浦

，小城、杵島、神埼

！神埼、杵島

各郡

1小城、佐賀、神埼

佐賀、神埼、小城

1各 郡
各郡

主なる出荷区域

第
二
十
九
巻

第
五

・
六
号

計 1,444,377 

註 帝国農会 「地方産米に関する誠査」

一
七
六

（
宮
崎
、
鹿
児
島
）

％
を
示
し
て
最
高

で
あ
る
。
佐
賀
米

州
域
内
向
比
率
75

く
に
佐
賀
米
は
九

す
び
つ
い
た
。
と

州
域
外
市
場
と
む

に
お
い
て
は
、
九

き、

南

部

諸

県

場
と
む
す
び
つ

お
い
て
は
域
内
市

熊
本
、
大
分
）
に

北
部
諸
県

（佐
賀

各
県
の
産
米
は
、

大
正
中
期
、
九
州

ら
か
な
よ
う
に
、

第
3
表
に
も
明



第 5表 自作地小作地別増滅表

自
小
作
中
層
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

I 自作地 i 小作逹
年次 l l 

1 実数 百分比 l実数：白分比
明治17 I 40,786町 63.2 I 23.6so町 36.7 

22 I 39,o79 i 56.4 I so.177 I 43.5 

27 I 41,269 I 59.o I ~8.682 ! 40.9 

32 i 43,904 ! 60.8 i 2s.204 I s9.1 
s7 I 41,821 ! 57.9 ! so,s1s I 42.0 

42 I 41,215 I 57.9 I 29,962 I 42.0 

1 大正 1 41,015 | 57.5 1 30,363 42.5 

1 5 I 41,739 I 57.9 i so,s54 I 42.1 
I 

j IO I 41,323 ! 57.0 I 31,214 I 43.0 

昭和 I I 42,326 I 58.1 I 30,461 I 41.9 

: 5 I 41,202 1 56.5 I so,946 l 43.5 
I 
i 10 I 40,730 i 56.4 I s1,512 I 43.6 

I 15 I 41,045 I 56.8 I 31,115 I 43.2 

註 「佐賀県股地改革誌」下巻による。

第
二
十
九
巻
第
五
・
六
号

に
も
示
す
よ
う
に
、

一
七
七

佐
賀
県
の
小
作
地
率
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
。
明
治
末
葉

(41
年）

全
府
県
平
均
の
小
作
地
率
は
、
耕
地
総
計
に
お
い
て

4
5
%、
水
田
の

(
2
)
 

み
で
は

5
0
%
、
隣
県
福
岡
で
は
お
な
じ
期
に
す
で
に
53
％
を
示
し
て

一
般
的
な
寄
生
地
主
制
確
立
期
に
お
い
て
も
、

①
寄
生
地
主
制
の
未
成
熟
、
そ
の
確
立
期
の
ズ
レ

第
5
表

生
地
主
制
の
成
熟
度
の
稀
薄
性
、

確
立
期
の
お
く
れ
、

反
映
す
る
米
商
品
化
過
程
の
標
準
化
ー
統
一
化
努
力
（
米
穀
検
査
制

度
）
の
弱
さ
、
③
水
稲
品
種
統
一
化
の
お
く
れ
、
等
で
あ
る
。 ⑨
そ
れ
を

に
ヽ

一
、
二
の
曲
折
、
準
備
階
程
を
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
①
寄

開
花
す
る
。

も
ち
ろ
ん
、

昭
和
大
恐
慌
あ
け
の
本
格
的
開
花
の
前

賀
農
業
は
米
を
基
軸
と
し
、
米
に
異
状
傾
斜
を
す
る
商
業
的
農
業
を

の
拡
大
に
、
佐
賀
産
米
は
む
す
び
つ
き
、
こ
の
結
合
の
な
か
で
、
佐

が
全
国
市
場
（
深
川
、
堂
島
）
か
ら
地
域
内
市
場
（
北
九
州
の
前
述
3
市
場
）
へ
、
そ
の
主
軸
を
ふ
り
か
え
た
の
は
、
福
岡
、
長
崎
両
県
の

(
l
)
 

地
元
米
の
不
足
と
、
こ
の
市
場
に
た
い
す
る
佐
賀
の
立
地
条
件
と
、
九
州
に
お
け
る
最
大
の
移
出
余
力
（
産
米
に
た
い
す
る
県
外
移
出
率
）

を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
昭
和
期
に
は
、
佐
賀
米
は
ま
す
ま
す
北
九
州
市
場
へ
の
傾
斜
を
つ
よ
め
、
北
九
州
を
、
そ
の
独
占

的
市
場
と
し
て
掌
握
し
て
い
く
。
事
実
、
第
4
表
が
示
す
よ
う
に
、
昭
和
恐
慌
あ
け
、
産
米
の
ほ
と
ん
ど
半
分
は
長
崎
に
む
け
ら
れ
、
福
岡

を
あ
わ
せ
る
と
65
％
に
達
す
る
。
以
上
の
三
拠
点
を
中
心
と
し
た
北
九
州
工
鉱
業
地
帝
の
人
口
集
積
、
そ
れ
に
と
も
な
う
米
の
需
要
ー
市
場



い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
佐
賀
で
は
水
田
が
圧
倒
的
な
璽
み
（
大
正
元
年
の
水
田
率
7
7
%
)
を
も
っ
て
い
る
の
に
、
小
作
地
率
は
、
全
体

と
し
て

4
2
1
3
％
を
で
な
い
。
西
南
地
帯
の
先
進
的
な
農
業
県
で
は
、
大
正
中
期
以
降
、
小
作
地
増
大
は
す
で
に
限
界
を
つ
き
、
自
作
化
傾

向
が
強
く
な
る
の
に
、
佐
賀
で
は
東
北
と
お
な
じ
く
、
小
作
地
率
が
い
ぜ
ん
と
し
て
増
大
す
る
。
し
か
も
そ
の
比
率
が
最
高
を
示
す
時
点
で

も、

45
％
を
で
な
い
。
小
作
地
率
の
大
い
さ
と
、
そ
の
動
き
に
つ
い
て
み
る
か
ぎ
り
、
佐
賀
の
寄
生
地
主
制
は
他
の
西
南
諸
県
の
よ
う
に
固

(
3
)
 

く
成
熟
せ
ず
、
か
つ
時
期
的
に
も
若
干
の
タ
イ
ム
・
ラ
グ
を
も
つ
。
た
と
え
ば
50
町
以
上
の
大
地
主
も
、

10
町
以
上
の
中
地
主
も
、
そ
の
数

は
相
対
的
に
少
い
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
大
正
10
年
26
人
を
数
え
る
の
み
で
、
福
岡
の

65
人
、
熊
本
の

89
人
に
比
し
て
相
対
的
に
少
い
。
1
0
i

50
町
地
主
も
、
土
地
所
有
者
総
数
に
し
め
る
比
が
、
佐
賀
で
は
叩
％
で
、
福
岡
の
闊
％
、
熊
本
の
血
％
よ
り
低
い
。

佐
賀
に
お
け
る
寄
生
地
主
制
が
、
他
の
西
南
先
進
諸
県
に
お
け
る
よ
う
に
明
治
中
末
期
に
成
熟
し
な
か
っ
た
の
は
、
旧
藩
時
代
の
土
地
制

度
の
強
い
投
影
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
佐
賀
藩
、
と
り
わ
け
佐
賀
平
担
部
の
本
藩
蔵
入
地
で
は
、
藩
権
力
に
よ
る
直
接
的
な
農
民
掌
握
力

が
つ
よ
く
、
藩
権
力
と
農
民
の
間
に
隷
農
主
的
豪
農
な
い
し
請
負
新
田
に
寄
生
す
る
地
主
等
の
中
間
搾
取
者
の
介
在
を
許
さ
な
か
f

た
か
ら

(
4
)
 

で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
旧
藩
の
「
均
田
制
度
」
が
、
明
治
以
降
の
土
地
制
度
に
も
深
い
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
。
ま
た
、
普
通
大
地
玉
の

系
譜
に
多
い
大
庄
屋
、
庄
屋
が
佐
賀
で
は
ほ
と
ん
ど
後
を
絶
っ
て
い
る
。
数
少
い

50
町
以
上
の
寄
生
地
主
で
は
、
む
し
ろ
古
い
系
譜
と
は
か

か
わ
り
な
い
「
銀
行
業
者
及
び
会
社
員
」
等
の
比
較
的
に
新
し
い
形
成
層
が
多
い
。

(
5
)
 

地
主
制
の
岩
盤
は
、
他
の
西
南
諸
県
と
ち
が
っ
て
案
外
ふ
る
＜
、
む
し
ろ
鹿
児
島
型
に
近
い
。
そ
の
古
い
岩
盤
の
上
に
、
鹿
児
島
と
違
っ

て
や
や
新
し
い
表
上
が
被
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
寄
生
地
主
制
す
ら
典
型
的
に
は
成
熟
せ
ず
、
手
作
地
主
層
と
、
大
正
以
降

の
そ
の
変
型
た
る
「
年
層
を
も
つ
自
作
大
経
営
」
が
、
強
固
に
生
き
残
っ
た
わ
け
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
い
え
ば
、
三
！
五
町
の
所
有
規
模

農
家
も
、
経
営
規
模
農
家
も
そ
れ
ぞ
れ
に
し
め
る
比
率
、
前
者
、
%
、
後
者
が
、
％
で
、
西
南
諸
県
の
な
か
で
は
圧
倒
的
に
高
い
。

自
小
作
中
層
前
進
ム
叫
の
今
日
的
坐
標

第
二
十
九
巻
第
五
・
六
号

一
七
八



米
の
商
品
化
過
程
に
お
け
る
慄
準
化
1
1
統
一
化
努
力
（
米
穀
検
査
制
度
）
の
弱
さ

造
が
、
こ
の
点
に
当
然
反
映
す
る
。
な
ぜ
か
な
ら
大
正
期
ま
で
は
ま
だ
、
商
品
化
米
の
主
導
権
を
握
る
の
は
地
主
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
花

(
6
)
 

田
仁
伍
氏
の
推
計
に
よ
る
第
6
表
を
借
り
る
と
、
明
治
末
ー
大
正
初
期
、
そ
れ
以
前
の
時
期
よ
り
、
販
売
米
に
占
め
る
生
産
者
米
比
率
は
高

ま
る
が
、

地
主
米
が

5
8
%、
大
正
末
期
に
お
い
て
も
55
％
で
あ
る
。
生
産
者
米
と
地
主
米
の
比
率
が
逆
転
す
る
の
は
、
漸
く
昭
和
期
に
入
っ
て
か
ら
で

あ
る
。

自
小
作
中
層
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

第
五
・
六
号

一
七
九

い
ぜ
ん
と
し
て

60
％
は
地
主
米
が
占
め
る
。
大
正
中
期
以
降
、
地
主
制
の
変
容
期
（
米
騒
動
を
劃
期
と
す
る
）
に
お
い
て
も
未
だ

と
こ
ろ
で
、
商
品
化
米
の
主
導
権
を
地
主
が
握
っ
て
い
る
か
ぎ
り
、
そ
の
販
売
米
に
は
地
主
的
利
益
•
関
心
が
刻
印
さ
れ
る
。
地
主

が
小
作
料
収
取
を
目
的
と
す
る
寄
生
地
主
で
あ
る
か
ぎ
り
、
産
米
改
良
に
つ
い
て
は
、
小
作
米
の
量
的
増
大
を
別
と
す
れ
ば
、
直
接
生
産
過

程
よ
り
、
そ
の
商
品
化
過
程
に
よ
り
強
い
関
心
を
も
つ
の
は
理
の
当
然
で
あ
る
。
地
主
は
そ
の
小
作
米
に
つ
い
て
商
品
と
し
て
の
規
格
化
・

純
化
、
す
な
わ
ち
調
整
、
品
位
、
俵
装
の
完
全
化
を
要
求
す
る
。
事
実
、
そ
の
要
求
を
み
た
す
米
穀
検
査
制
度
は
、
全
国
的
に
も
寄
生
地
主

制
の
確
立
と
ほ
ぼ
そ
の
期
を
一
に
し
て
完
成
す
る
。
け
れ
ど
も
、
佐
賀
県
で
は
こ
の
制
度
の
確
立
が
お
く
れ
、
か
つ
普
及
率
が
低
い
。

も
っ
と
も
佐
賀
県
で
も
、
農
業
倉
庫
、
米
穀
検
査
制
度
確
立
の
努
力
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
明
治
末
に
発
足

し
た
米
券
倉
庫
が
地
主
、
商
業
資
本
の
利
益
だ
け
に
直
接
つ
ら
な
る
も
の
と
し
て
、
生
産
者
の
利
益
を
ま
も
る
た
め
に
、
米
穀
共
同
販
売
事

業
の
推
進
が
は
か
ら
れ
る
。
こ
れ
が
農
業
倉
庫
法
（
大
正
6
年
）
に
も
と
づ
く
農
業
倉
庫
に
実
を
結
び
、
大
正
期
を
通
じ
て
、
農
業
倉
庫
が

米
券
倉
庫
に
と
っ
て
変
る
。
け
れ
ど
も
佐
賀
県
で
は
現
実
に
米
券
倉
庫
は
さ
し
て
普
及
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
こ
れ
に
と
っ
て
変

る
農
業
倉
庫
も
、
佐
賀
米
の
旧
来
の
不
声
価
を
改
善
し
、
米
価
の
上
昇
と
安
定
を
斉
し
た
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
大
正
末
期
に
お
い
て
も
そ

の
普
及
•
利
用
率
は
、
全
国
的
に
み
て
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
い
。

後
者
の
米
穀
検
査
に
つ
い
て
は
、
肥
前
米
輸
出
同
業
糾
合
に
よ
る
自
主
検
査
は
す
で
に
明
治
中
葉

(33
年
）
か
ら
あ
っ
た
が
、
検
査
基
準

(2) 

第
二
十
九
巻

以
上
の
ご
と
き
佐
賀
の
地
主
制
の
特
殊
な
構



第 6表 市場米の地主米、農民米比率

'（1) （2) | （3) （4) （5) （6) 
水田 I 農民罠民 I I 市場米構成

I水稲総小作料！罠民自給米 1 1商品，自給・
＇生産量差且取前 1差引余剰 I化量地主米農民米I

(1)-（2) （3)-（4)（2)＋（5)| | （市場米）（2)/(6)!(5)/(6)

千石千石千石千石千石千石 冤 え
明治 18年 ss,754I 10,749. 2s,0041 22,144 i s6o I 11,6091 92.59 I 7.41 

i明41～大1年 49,648I 15,0611 34,587 i 26,5011 s,o79 I 2s,1411 65.09 I 34.91 i 

大1 正5~9年 '56,883I 16,788 I 40,094 I 27,834 I 12,260 I 31,049 I 54.07 I 45.93 

昭和 8~10年！ 58,861.15,378 I 43,482 I 26,446 I 17,036 I 32,415 I 47.44 I 52.56 
昭和16~18年 |60,541[ 14,765 11 45,7761 26,358: 19,417 !'34,1831 43.191 56,81 

ー 、一し—- ----- - -
I 

註 1 「悶民自給米」は「農民取前」から、米作農家人口と米穀需給
表による 1人当り消費高より推定。米作農家戸数は昭和 8年以前
の統叶を見出しえないので、大正期以前はこの数字を利用、昭和
期は、当年間の半均。人口は、大正9年、昭和 5年の農業世帯 1
批帯人口を利用。 1人当消喪高は M.18年は、 M.19年米穀年度
(18年度産米は 19年米穀年産となる）の全国平均、 M.4l~T.l 
は、 M.42~T. 2米穀年度の全国半均、大正 5~9年は農村原半
均、東畑、大川「米穀の消費統叶に関する諷査」（「米穀経済
の研究」 (1)212頁）、附和 8~10年同じぐ「罠村」県平均、大川

ー司「食糧経済の理論と計測」 (95頁）をとる。昭和16~18年度
は、全国平均。

註 2 花田仁伍「米価と小作料ノート」 (5)P 134を借用

自
小
作
中
層
前
進
論
の
今
日
的
坐
椋

実
効
は
大
し
て
上
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
福
岡
県
が
明
治
44
年、

同
時
に
そ
の
翌
年
、
俵
装
改
良

(
5
斗
俵
を
4
斗
俵
に
改
定
）
を

規
定
し
た
米
穀
取
締
規
則
を
発
布
し
た
。
さ
ら
に
同
6
年
、
検
査

監
督
機
構
の
充
実
と
と
も
に
、
穀
物
検
査
所
を
設
け
、
産
米
の
乾

を
確
定
し
、

業
倉
庫
の
利
用
推
進
と
あ
い
ま
ち
つ
つ
、
商
品
化
米
の
質
の
向
上

一
応
、
米
穀
検
査
制
度
を
確
立
し
た
。

て
、
数
度
の
「
告
示
」

は
さ
し
て
高
ま
ら
な
い
。
県
当
局
は
、
(
6
)
 

「
告
諭
」
を
だ
し
て
、
こ
れ
を
推
め
る
が

「
県
令
」
を
は
じ
め
と
し

県
で
は
こ
の
点
で
の
上
か
ら
の
強
制
力
が
弱
い
だ
け
に
、
普
及
率

府
県
で
も
農
民
の
抵
抗
に
あ
っ
て
十
分
に
は
滲
透
し
な
い
。
佐
賀

む
ろ
ん
、
寄
生
地
主
制
に
結
び
つ
く
こ
の
検
査
制
度
は
、
他
の

て、 を
は
か
っ
た
。

大
正

12
年

県
令
「
穀
物
取
締
規
則
」
に
よ
っ

止
、
保
管
処
分
を
命
じ
る
等
の
こ
と
を
し
た
。
そ
し
て
前
述
の
農

不
適
確
品
に
つ
い
て
は
場
合
に
よ
っ
て
は
運
搬
禁

燦
、
調
整
、
形
状
、
品
質
、
容
量
、
俵
装
に
つ
い
て
の
検
査
基
準

に
県
当
局
は
大
正

3
年
、
紐
合
に
対
す
る
検
査
監
督
に
着
手
し
、

の
統
一
を
欠
き
、
市
場
信
用
に
つ
い
て
実
効
は
な
か
っ
た
。
た
め

第
二
十
九
巻
第
五
・
六
号

一八

0



自
小
作
中
層
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

(
7
)
 

県
営
検
査
制
度
を
確
立
し
て
い
た
の
に
比
べ
る
と
、
佐
賀
県
は
約
10
年
の
ズ
レ
を
も
っ
て
い
る
。
ま
た
、
福
岡
が
大
正
末
、
移
出
米
の
う
ち

約
半
分
の
検
査
率
に
達
し
て
い
た
の
に
比
べ
る
と
、
佐
賀
の
検
査
普
及
率
は
は
る
か
に
低
い
。
佐
賀
の
地
主
は
、
商
品
化
過
程
に
お
け
る
検

査
制
度
よ
り
、
ま
だ
直
接
の
生
産
過
程
に
か
か
わ
る
、
用
水
、
肥
料
、
農
機
具
等
に
よ
り
強
い
関
心
を
い
だ
い
て
か
ら
で
あ
る
。
前
述
し
た

佐
賀
の
地
主
制
の
性
格
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
寄
生
地
主
に
完
全
に
昇
華
し
な
い
地
主
た
ち
は
、
昭
和
期
に
入
っ
て
も
な
お
、
米
穀
の
強
制

(
8
)
 

検
査
よ
り
、
稲
小
積
の
徹
廃
に
と
も
な
う
籾
乾
燥
法
の
普
及
や
、
保
管
農
業
倉
庫
の
増
設
を
よ
り
重
要
な
こ
と
と
し
て
い
る
。

水
稲
品
種
統
一
化
の
お
く
れ
明
治
末
、
寄
生
地
主
制
確
立
期
以
降
、
水
稲
品
種
は
西
南
地
域
全
般
を
通
じ
て
「
神
力
」
へ
の
統

一
が
す
す
ん
だ
。
旧
来
の
中
性
穂
重
型
（
大
粒
上
質
米
）
品
種
「
都
」
、
「
白
玉
」
等
に
、
明
治
中
期
以
後
お
な
じ
系
統
の
「
雄
町
」
が
加

っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
全
て
、
輸
出
用
、
酒
用
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
輸
出
米
が
な
く
な
り
、
酒
米
よ
り
、
大
衆
飯
米
に

圧
倒
的
比
重
が
か
か
る
に
お
よ
ん
で
、
中
性
穂
重
型
品
種
は
急
速
に
退
潮
す
る
。
寄
生
地
主
制
の
確
立
と
と
も
に
、
水
稲
反
収
増
大
の
要
求

は
ま
す
ま
す
強
く
、
大
豆
粕
を
中
心
と
す
る
肥
料
増
収
に
耐
え
て
、
多
収
性
を
発
揮
す
る
晩
稲
穂
数
型
品
種
が
も
と
め
ら
れ
る
。
こ
の
要
求

を
み
た
し
た
も
の
が
「
神
力
」
で
あ
り
、
明
治
末
か
ら
大
正
期
を
通
じ
て
最
有
力
品
種
に
の
し
あ
が
る
。
明
治
末

(40
年
）
九
州
で
は
全
水

(
9
)
 

「
神
力
」
が
領
す
る
。
と
く
に
福
岡
県
で
は
、
同
年
す
で
に
県
下
全
反
別
の

60
％
を
席
捲
し
た
。

け
れ
ど
も
、
第
7
表
に
も
み
る
よ
う
に
、
佐
賀
で
は
大
正
中
期
ま
で
「
神
力
」
へ
の
統
一
は
遅
々
と
し
て
す
す
ま
な
い
。
明
治
末
↓
大
正

初
期
、
面
積
と
し
て
は
「
神
力
」
が
最
大
を
し
め
る
が
、
ま
だ
「
白
紅
屋
」
、
「
赤
紅
屋
」
等
の
早
生
種
、
「
米
ノ
山
」

「
雄
町
」
等
の
中
性

種
が
頑
強
に
生
き
残
っ
た
。
し
か
も
神
力
の
普
及
は
、
杵
島
、
藤
津
、
東
西
松
浦
の
諸
郡
に
高
く
、
佐
賀
、
神
崎
を
中
心
と
す
る
平
坦
部
で

て
40
％
に
み
た
な
い
。
耐
肥
性
・
多
収
穫
品
種
「
神
力
」
の
普
及
が
、
他
の
酉
南
諸
県
よ
り
お
く
れ
た
の
は
、
先
の
地
主
制
の
性
格
に
も
強

第
五
・
六
号

は
低
か
っ
た
。
大
正
初

(
3
年
）
佐
賀
郡
だ
け
を
と
る
と
、

第
二
十
九
巻

早
生
種
が
ま
だ
過
半
を
し
め

(
4
7
.
6
%
）、

一
八 晩

稲
は
「
神
力
」
を
ふ
く
め

田
面
積
の

42
％
を
、

(3) 
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自
小
作
中
層
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

2) 早生および中生については、最盛期 1,000町以上、晩生においては

の 5,000町以上の普及をみた品種のみをとりあげた

を
え
な
か
っ
た
栽
培
様
式
で
あ
る
。
そ
の
栽
培
様
式
は

第
二
十
九
巻

第
五

・
六
号

い
関
連
を
も
つ
問
題
だ
が
、
技
術
的
に
み
る
と
、
当
時

ま
だ
、
後
述
の
二
期
作
形
態
を
止
揚
し
え
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

「
二
期
作
」
と
は
、
比
較
的
に
経
営
規
模
が
大
き
く

か
つ
ク
リ
ー
ク
甚
盤
十
踏
車
水
利
の
上
に
た
っ
た
平
坦

部
農
業
が
、
労
働
力
の
限
界
か
ら
必
然
的
に
と
ら
ざ
る

大
略
こ
う
で
あ
る
。

し I― l I 

た 1小麦菜種 I休 閑
が 1 蚕豆 （紫雲英）

閑前作 1

っ 1 （晩 生） （早圧了

二I 5月累 I 4月中 播種下 水

~ I 7月上 1 5月下 移植

期 』
6月上

作 上 8月下 稲
形 11月中 9月下 収穫

態—
を休 閑 ，小麦菜種
止 （紫雲英） 蚕豆

後作

揚

な
し（早 生） （晩 生）次年水稲

し、一 1--- -

誓

一
八



要品

早中晩別 品 種名
明治 l11 大正 ／/ I // l昭和 ＇

I 40 I 44 I s I 9 I 12 : s i 
I I 

| 1 

白 紅屋 ？i4,960 4,200l 1,264 202 -

早 赤紅屋 8,379 2,354 269 101 35 -I 
早 神力

| 1 1 

一' 86 229] 1,301 611！ 一

i 生 都 ー 37 154 1,8601 1,204 - i 

1 膝八 石 一1 7| 425 1,683: 385 -
―- ＇ I I 

中
雄町 1 -1,259 1,359 801 807! 932, 

米 ノ山 ー 1,923,1,777 1,094 763| 509 
， 生 1 I I 

中 生 神 カ ーI1,571! 14si 1,os11 2,9211 2.03oi | 
I ― | --- i 

神 力 18,565|15,501117,70813,850l3,5641 74 

I 

神力 2 号 | - - -11,634l14,943 2,3041 

， 卯 年次 7,0701 1,7951 121 --―i 
赤神カ ー 6j3,8201 5,3711 5,299! 2,249 

神山 i -i _| _ - - -I 
i 生 1 神 稗 I ,

i I 
心、 一9 _i - -| _ 

i 旭 1 号
I l 

| - - - -1 —! -
1 道海神力 I - - - - -| -
I 

註1) 農林省農政局「九州地方における水稲晶種変遷の立地学的考察」
による

第 7 表 主 種 の 年

自
小
作
中
隠
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

晩

弟
二
十
九
巻
第
五

・
六
号

註

(
1
)

昭
和
元
1
5
年
の
5
ケ
年
平
均
の
消
費
旦
に
た

い
す
る
生
産
誠
の
比
率
は
、
福
岡
県
で
8
1
.
4

彩
（
不

足

量

54
万
石）、

長
崎
県
で
は
僅
か
に

5
0
.
2
%

（不
足
星
4

8
万
石
）

で
あ
る
。

逆

に
佐
質
原
で
は
8

3
形
の
余
剰

(
5
5
万
石
）
を

示
し
た
。

(2
)

福
岡
県
の
小
作
地
率
は
、
明
治
26
年
4
9
.
7

形、

同
30
年
47
彩
、
大
正
2
年
5
3
.
7
%
、
同

10
年
5
2
.
3
%
、

昭
和
7
年

4
8
.
8
％
を

示

す
。
く
わ
し
く
は
拙
稿
『
福
岡
県
牒
地
改
革
史
』

(
3
)

農
商
務
省
農
務
局

『
五

0
町
歩
以
上
の
大
地
主

に
関
す
る
調
荘
』

(4
)

小
野
武
夫

『
佐
賀
藩
の
均
田
利
度
』

(
5
)
く
わ
し
く
は
山
田
竜
雄
『
鹿
児
島
藩
の
農
業
構

造』

(6
)

「
…
…
米
穀
取
締
規
則
ヲ
発
布
シ
包
装
ヲ
改
良

シ
容
鼠
ヲ
改
メ
•
…
·
·
穀
物
検
査
規
則
ヲ
発
布
シ
検

一
八
三

大
正
12
年
電
気
灌

漑
普
及
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

っ
た
。
そ
し
て
こ
の

止

揚
は
、

次
項
で
み
る
よ
う
に
、

り
、
晩
生
種
「
神
力
」
へ

の
統
一

化

も
ま
だ
困
難
で
あ



自
小
作
中
層
の
展
開
条
件

第
二
十
九
巻

査
ヲ
実
行
ス
ル
所
以
ノ
モ
ノ
•
…
•
•

取
引
ノ
円
滑
ヲ
計
リ
以
テ
県
下
ノ
福
利
ヲ
増
進
セ
ン

ト
ス
ル
ニ
外
ナ
ラ
ズ
当
業
者
須
ラ
ク
此
ノ
主
旨
ヲ
体
シ
周
到

ノ
注
意
ヲ
以
テ
改
良
ノ
準
備
ヲ
ナ
シ
乾
燥
涸
整
包
裂
等
共
二
遺
憾
ナ
カ
ラ
シ
ム
ヘ
ク
、
又
地
主
卜
小
作
者
ト
ノ
関
係
二
付
テ
ハ
益
々
相
互
ノ
親
善
ヲ

図
リ
、
地
主
ハ
勤
勉
ニ
シ
テ
克
ク
改
良
ヲ
実
行
ス
ル
小
作
者

二
対
シ
テ
ハ

相
当
ノ
奨
励
方
法
ヲ
講
ジ
、
小
作
者
ハ
貢
米
制
度
ノ
当
時

二
鑑
ミ
熱
心
改

良
ノ
実
ヲ
挙
ク
ル

ニ
努
メ

．．．
．．． 
」

（
大
正
6
年
8
月
佐
賀
県
告
諭
第
3
号
）

(7
)

前
掲
拙
著

『福
岡
県
牒
地
改
革
史
』

下
巻
1
4
|
2
0
ペ
ー
ジ

(
8
)
産
米
改
良
調
査
会
の
改
良
案
（
昭
和
6

年
）
に
い
う
。

「…
•
•
•
本
県
の
産
米
は
他
府
県
と
特
異
の
事
情
に
あ
り
、
即
ち
主
要
米
産
地
た
る
平
坦
部

は
大
最
の
籾
貯
蔵
を
な
し
端
境
期
に
至
る
ま
で
時
々
調
整
販
売
を
な
す
外
こ
の
主
産
地
に
お
け
る
精
米
業
の
発
達
は
全
国
に
類
例
な
く
・
・
・
地
方
取
引

米
に
つ
い
て
は
移
出
米
同
様
の
包
装
を
施
す
の
必
要
な
く

．．．．．． 
」

(9
)

農
業
技
術
協
会

『明
治
以
降
に
お
け
る
股
業
技
術
の
発
達
』
17
0ヘ
ー
ジ

ー

労
働
力
市
場
の
拡
大
と
労
働
組
織
の
再
編
|
ー

自
小
作
中
層
を
膨
脹
さ
せ
る
他
の
―
つ
の
条
件
は
、
佐
賀
平
坦
部
農
業
を
、
適
当
な
距
離
を
お
い
て
囲
競
す
る
労
働
力
市
場
の
展
開
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
前
述
の
筑
豊

・
三
池
産
炭
地
の
成
立
・
拡
大
、
北
九
州
工
業
の
立
地
・
展
開
、
長
崎
、
佐
世
保
造
船
工
業
地
帯
の
膨
脹
、

(
1
)
 

こ
れ
で
あ
る
。
大
正

2
年、

当
時
の
三
井
銀
行
常
務
早
川
氏
は
、
九
州
の
「
三
大
事
業
」

の
活
況
を
視
察
し
て
、
こ
う
い
う
。

「
枝
光
製
鉄
所
、
長
崎
造
船
所
、
三
池
の
三
井
家
事
業
は
実
に
九
州
に
於
け
る
三
大
事
業
と
称
す
可
く
、
予
が
六
、
七
年
前
視
察
し
た
当

時
と
今
日
の
枝
光
製
鉄
所
と
は
決
し
て
同
日
の
談
に
非
ず
技
術
の
熟
練
、
製
品
の
改
善
む
し
ろ
驚
く
可
く
、
・・・
・
・
・
三
菱
家
の
造
船
所
を
見

た
る
は
十
二
年
振
り
な
り
し
が
其
最
新
技
術
の
応
用
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
是
れ
亦
喫
驚
せ
し
所
な
り
三
池
に
於
け
る
三
井
家
の
事
業
は
独
り

採
炭
業
の
み
な
ら
ず
築
港
を
為
し
又
コ

ー
ク
ス
、

硫
酸
ア
ン
モ

ニ
ア
、

製
造
工
業
を
起
し

．．．．
．．
 
こ
れ
一
大
偉
観
な
り
」

自
小
作
中
尼
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

第
五

・
六
号

一
八
四



第 3図 農家労働力及び戸数の推移 （佐賀郡市）
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1) 明治 25年＝100,数字は兼業股家比率

2) 各年「県統計書」による

3) 前掲磯辺「いわゆる佐賀段階の形成過程」

10 昭 1 10 

29ページを借りる

第
二
十
九
巻

第
五

・
六
号

~I 総人
年次

I 

1大正 1年

I 5 
10 

昭和 1年

I 5 

I 10 
! 12 

| 15 1 

第 8表 佐賀県人口推移一覧

（明治16年）（大正 1年)| ！明治16年大正 1耳
口基準基準 |l農家数 ＇（基準）（基準）
指塾，指数 I 1指数指――ぎし
| 
133.7 I I 70,022 I ・. 9o.s ! 

| 

138.0 I 100 I 68.182 : 88 5 I 100 

134.0 I 97.1 I 66,338 I 86.1 97.2 

132.4 1 95.9 1 67,044 87.0 1 98.3 | 

135.2 I 98.o I 67,121 I 87.1 I 98.4 
134.2 I 97.2 65.896 85.5 I 96.6 

134.3 1 97.3 66,014 85.6 96.8 

! 137.2 t 99.4 I 63.605 t 82.5 t 93.2 

638,943 

705,589 

685,284 

677,270 

691,565 

686,117 

687,036 

701,517 

註「佐賀県統計書」による

一
八
五

結
び
つ
き
を
そ
れ
ほ
ど
も
た

じ
て
、
北
九
州
工
鉱
業
と

の

期
、
い
や
戦
前
の
全
期
を
通

に
低
質
の
労
働
力
は
、
こ
の

な
い
だ
け
に
、
流
出
の
主
力

は
、
県
内
に
エ
鉱
業
を
も
た

あ
る
。
と
く
に
佐
賀
の
農
村

と
な
っ
た
。
南
九
州
の
さ
ら

崎
、
熊
本
、
大
分
）

農
村
で

州
諸
県
（
福
岡
、
佐
賀
、
長

働
力
給
源
は
、
地
元
の
北
九

J

れ
ら
諸
工
鉱
業
へ
の
労

人
自
ら
が
驚
い

て
い
る
。

そ
の
財
閥
の
中
心
に
あ
っ
た

業
発
展
の
す
さ
ま
じ
さ
を
、

る
広
義
の
北
九
州
地
域
の
エ

産
業
資
本
確
立
期
に
お
け



北
九
州
諸
県
に
お
け
る
大
正
初
葉
か
ら
の
急
速
な
農
家
労
働
力
の
流
出
の
契
機
を
な
し
た
も
の
は
、

地
帯
の
労
働
力
集
積
作
用
と
、
米
価
と
工
業
労
働
者
賃
金
の
相
対
価
格
の
乖
離
の
開
始
（
農
家
一
人
当
り
家
計
費
／
労
働
者
一
人
当
り
家
計

(
2
)
 

で
あ
る
。
こ
の
間
の
事
情
を
、
佐
賀
新
聞
の
「
出
稼
乎
放
棄
乎
」
の
論
説
に
よ
る
と
こ
う
で
あ
る
。

8
 

費
1180)

人

口

移

勁

起

点

北

九

州

大

正

初

期

南

九

州

大

正

中

・
末
期

形

態

非
遥
流
（
挙
家
離
村
）

遠

流

（
出
稼
）

市

場
北
九
州
工
鉱
業
地
帯

阪

神

工

業

地

帯

な
い
。
南
九
州
の
労
働
力
移
動
は
、
そ
の
主
軸
を
、
直
接
に
阪
神
地
域
に
む
け
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
北
九
州
工
鉱
業
の
労
働
力
給
源
は

も
っ
ば
ら
、
北
九
州
諸
県
だ
っ
た
と
み
て
よ
い
。
事
実
、
佐
賀
県
の
総
人
口
は
、
大
正
初
葉
を
頂
点
に
急
速
な
減
少
過
程
に
入
る
。
す
な
わ

ち
、
第
8
表
が
示
す
よ
う
に
、
明
治
16
年
を
基
準
と
し
て
、
大
正
初
葉

40
％
近
く
増
え
た
が
、
そ
の
後
は
減
少
し
は
じ
め
、
大
正

5
年
を

の
指
数
を
示
す
。

こ
の
傾
向
を
、
嬰
家
数

、

艘
業
就
業
人
口
の
動
き
に
し
ぼ
る
と
、
第
3

図
の
よ
う
に

、
よ
り

鮮
明
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

、
農
業
者
数
ー
—

i

厳
密
で
は
な
い
が
農
業
就
業
人
口
に
近
い
ー
ー
｀
は
、
明
治
2
5
年
を
基
準
と
し
て
、
同
40
年
に
は
す
で
に

80
％
に
、
大
正
初
期
ほ
ぼ

50
％
に

お
ち
て
い
る
。
そ
れ
以
後
も
む
ろ
ん
綾
慢
な
下
降
を
つ
づ
け
る
。
他
方
、
農
家
戸
数
は
農
業
者
数
に
く
ら
べ
る
と
、
固
着
性
を
も
つ
が
、
大

正
中
期
に
は
農
業
者
数
の
減
を
反
映
し
て
か
な
り
に
減
少
す
る
。
た
と
え
ば
明
治

41
年
を
基
準
と
す
る
大
正

6
年
の
農
家
戸
数
は
全
国
で

101
を
示
す
に
対
し
て
福
岡

94
、
佐
賀

97
、
長
崎

98
、
熊
本

99
、
大
分

96
、
宮
崎

101
、
鹿
児
島

103
で
あ
る
。
南
九
州
で
は
農
家
戸
数

が
未
だ
漸
増
過
程
に
あ
る
と
き
、
佐
賀
を
は
じ
め
北
九
州
諸
県
で
は
、
減
少
過
程
に
入
っ
て
い
る
。
当
時
の
農
家
人
口
の
移
動
を
、
南
九
州

と
北
九
州
に
類
別
し
て
法
則
化
す
る
と
、
こ
う
で
あ
る
。

基
準
と
し
、
昭
和
初
頭
に
は

96

自
小
作
中
愚
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

第
二
十
九
巻

い
う
ま
で
も
な
く
、
北
九
州
工
鉱
業

第
五

・
六
号

一
八
六



自
小
作
中
層
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

年
雇
依
存
・

水
稲
二
期
作
形
態
の
存
続
す
る
か
ぎ
り
、
た
と
え
労
働
力
市
場
の
展
開
に
と
も
な
う
年
屈
給
涼
の
枯
渇
が
あ
っ
て
も
、
年
雇

賃
金
の
引
あ
げ
に
よ
っ
て
こ
れ
の
確
保
に
狂
奔
す
る
ほ
か
に
は
な
い
。
事
実
、
年
雇
賃
金
は
大
正
中
期

(
5
i
1
0
年
）
に
は
、
明
治
20
年
代

に
比
べ
る
と

8
倍
に
、
明
治
末
年
に
比
べ
て
も
2
倍
に
上
昇
し
た
。
そ
れ
で
も
な
お
、
流
出
す
る
労
働
力
を
年
雇
と
し
て
農
業
に
と
ど
め
る

こ
と
は
困
難
で
あ

っ
た
。
隣
県
福
岡
で
は
、
す
で
に
明
治
中
期
「
近
来
物
価
ノ
騰
貴

二
伴
ヒ
労
働
賃
銀
ノ
暴
騰
シ
ク
ル
(
止
ム
ヲ
得
ザ
ル
結

3

家
族
労
働
＋
臨
時
雇
（
昭
和
恐
慌
以
降
）

2

家
族
労
作
経
営
の
確
立
（
大
正
末
↓
昭
和
初
）

ー
へ
る
。 「

若
し
夫
れ
農
家
に
し
て
専
心
一
意
農
業
に
従
事
し
て
十
二
分
の
収
益
を
挙
ぐ
る
を
得
れ
ば
誰
れ
か
好
ん
で
都
会
に
出
稼
し
、
副
業
に
カ

を
入
れ
る
も
の
あ
ら
ん
や
然
る
に
事
之
と
反
し
如
何
ほ
ど
本
業
た
る
農
事
に
全
力
を
傾
倒
す
る
も
其
収
穫
に
は
一
定
の
限
り
あ
り
、
而
か

も
米
穀
の
価
従
来
の
如
く
低
廉
な
る
に
於
て
は
勢
い
本
業
以
外
に
余
業
を
作
り
て
一

家
の
支
持
に
努
む
る
か
将
た
全
然
鍬
鋤
を
拗
ち
田
畑

を
他
人
の
手
に
委
ね
て
工
場
の
職
エ
と
な
る
か
二
者
其
一
に
出
ざ
る
を
得
ざ
る
や
」

こ
の
よ
う
な
、

る
。
け
れ
ど
も
こ
の
市
場
か
ら
の
吸
引
作
用
を
、
農
業
労
働
力
収
縮
に
、
追
認
し
、
可
能
に
す
る
も
の
は
、
農
業
内
部
の
構
造
的
な
変
革
で

あ
る
。
と
り
わ
け
労
働
組
織
の
再
編
の
可
否
で
あ
る
。
ク
リ
ー
ク
農
業
を
基
盤
と
す
る
水
稲
二
期
作
形
態
の
止
揚
、
晩
稲
一
期
作

へ
の
統
一

は
、
旧
来
の
労
働
組
織
の
崩
壊
の
延
長
線
上
に
も
必
至
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

ク
リ
ー
ク
基
盤
＋
電
気
灌
漑
体
系
＋
水
稲

一
期
作
形
態
へ
の
対
応
を
、

年
雇
労
働
の
放
出
（
大
正
初
葉
↓
電
気
灌
漑
普
及
）

農
家
労
働
力
の
流
出
の
契
機
を
な
す
も
の
は
、

第
二
十
九
巻

第
五

・
六
号

一
八
七

労
働
組
織
の
近
代
化
と
い
う
点
で
み
れ
ば
、

次
の
三
段
階
を

佐
賀
平
坦
部
農
業
を
囲
続
す
る
外
部
経
済
・
労
働
力
市
場
の
展
開
で
あ



第 9表 水稲反当所要労働の推移

I明 21 明 42I大 6I昭 13
耕起整地 4.5 3.80 3.54 3.72 1 2.30 

苗代 1.7 I o.85 I o.98 I 1.28 i o.9o 
田 植 1.5 I 2.10 I 2.09 I 1.78 I 1.70 

1 除草 ・施肥 8.0 

灌 （排）水ー 7.oo I 1.90 I 2.26 I o.5o 
刈 取 ・脱 穀 ＇

I 
4.7 5.00 1 3.95 1 4.93 5.20 

識製 ・俵装 4.8 I 2.00 I 2.39 I 1.05 I 0.60 

合 計 25.2 I 29.25 I 18.39 I 18.69 I 15.50 

註 前掲磯辺「いわゆる佐賀段階の形成過程」および山田竜雄氏算出

の数字を借用

昭 16 

自
小
作
中
層
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

に
し
て
、
年
雇
は
佐
賀
平
坦
部
か
ら
急
速
に
退
潮
す
る
。

二
期
作
止
揚
・
晩
稲

一
期
へ
の
統
一
が
、
な
に
よ
り
も
ま
づ
、
水
稲
作
必
要
労
働
を

縮
減
す
る
。
た
と
え
ば
、
第
9
表
に
み
る
よ
う
に
、
水
稲
反
当
所
要
労
働
は
、
明
治
末

に
く
ら
べ
て
大
正
中
期
、
約
三
分
の
二
程
度
に
減
少
し
た
。
電
気
灌
漑
普
及
は
、
二
期

作
↑
↓
踏
車
↑
↓
年
雇
を
も
つ
労
働
組
織
の
、
体
系
を
根
底
か
ら
変
革
し
、
農
業
内
部

に
年
雇
を
放
出
す
る
＝
ネ
ル
ギ
ー
が
働
く
。
家
族
労
作
経
営
の
確
立
で
あ
る
。
だ
が
こ

れ
は
一
方
で
年
雇
を
も
つ
自
作
大
経
営
を
解
体
さ
せ
る
と
と
も
に
、
他
方
で
自
小
作
中

層
の
競
争
力
を
た
か
め
る
契
機
に
な
る
。
年
屈
の
放
出
に
つ
い
て
は
、
鎌
形
氏

『
展
開

過
程
』
お
よ
び
磯
辺
氏

『
佐
賀
段
階
』
に
く
わ
し
い
の
で
省
く
が
、
電
気
揚
水
を
劃
期

け
れ
ど
も
、
年
層
放
出
・

家
族
労
作
経
営
へ
の
収
縮
は
、
そ
の
経
営
規
模
と
の
間
に

新
し
い
矛
盾
を
激
成
す
る
。

揚
水
過
程
は
機
械
化
に
よ
っ
て
労
働
が
節
約
さ
れ
て
も
、

耕
転
・
整
地
・
植
付
や
、
脱
穀

・
調
整
過
程
は
従
前
の
ま
ま
で
あ
る
か
ら
だ
。

へ
の
統
一
に
よ
っ
て
、
従
来
長
か
っ
た
股
繁
期
を
か
え
っ
て
一
時
期
に
集
中
す
る
。

5

体
系
の
確
立
は
、
こ
の
困
難
、
嘆
き
を
農
業
の
内
部
か
ら
解
決
し
た
。

第
二
十
九
巻

果
ナ
リ
ト
雖
モ
石
炭
採
掘
業
並
―
―
一
般
工
業
ノ
発
達
二
伴
ヒ
著
シ
ク
供
給
ノ
欠
乏
ヲ
告

(3
)
 

ク
殆
ン
ト
賃
銀
ノ
高
下
二
拘
ぐ
フ
ス
需
メ
ニ
応
ス
ル
ノ
雇
夫
ナ
キ
」
状
態
を
嘆
い
て
い

る
が
佐
賀
で
は
お
な
じ
状
態
が
大
正
初
期
に
き
た
わ
け
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
電
気
揚
水

第
五

・
六
号

一
八
八

一
期
作



第10表 経営規模と労働存在様式と労働能率（昭和 15年）

自小作中層前進論の今日的坐標

23町町以以下上I I 10 1| 24.3 277.1 
136.3 I 70.6 484.0 

宮城県 2町以下
27.6 41.8 324.6 1町以上 5 15.8 255.2 

1町以下 3 5.6 61.6 13.4 46.0 121.0.:1.0 I祖ヽ

2町以下上 17.8 14.1 225.0 18.3 2,3C 1町以 8 12.2 193.1 
岡山県
1町以下 4 7.3 117.0 1.0 27.4 145.4 20.0 2.4E 

3町以下 1 23.1 319.2 57.6 376.9 16.4 2,77 
佐賀県|i22町町以以上下

7 | I I 14.2 1 i 237.4 2.9 15.6 255.9 17.9 2,14 1町以上

註 1)
2) 

経営規模 i 労働様式 労働能率 l
I -

1農家平均家族農1年雇及— 臨時雇 反当反当 一 日
規模 耕作地業従事

び手伝
人利用
利用計労働 労働当

戸数面積者日数 延日数 日数収穫収穫延日数

I戸1 反I 門 ― 日1 日1 日 日I 石I 升一I
6 i 42. 5 1 403.6 252.9 143.2 799.7 18.8'2,380 | 1 2.7 | 

| 
19.81 2,322 | 11.7 1 

| 1 

20.s I 2,244 i 10.9 1 

• ^. ^ ‘^̂  6 1 1. 2 

61 12.6 

O I 12.3 

0 I 16.9 

1112.0 I 

昭和 15年度 「米生産費に関する調査」による自作股家のみをとる

田中定『農業と能率』「社会政策時報」 258号による

の
、
と
く
に
三
瀦
郡
を
中
心
と
す
る
筑
後
平
坦
部
を
給
源
と
す
る
臨

時
雇
労
働
に
支
え
ら
れ
る
。

「
季
節
的
農
業
移
動
労
働
の
例
は
全
国

第
二
十
九
巻

第
五
・
六
号

佐
賀
平
坦
部
水
稲
作
は
、

一
八
九

と
く
に
昭
和
恐
慌
以
降
、

隣
県
福
岡

て、

家
族
労
働
＋
臨
時
雇

（
農
繁
期
）
の
労
働
組
織
が
で
き
上
る
。

は
ヽ

的
性
格
を
よ
り
濃
厚
に
も
っ

た
定
雇
）
の
喪
失
に
よ
っ
て
、
規
模
縮

解
決
に
こ
の
段
階
（
機
械
体
系
の
変
革
を
し
え
な
い
）
で
残
る
方
法

家
族
労
力
へ

の
新
し
い
労
働
力
補
強
以
外
に
な
い
。

こ
う
し

規
模
縮
少
で
こ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
す
れ
ば
矛
盾

つ
過
剰
労
力
を
家
族
の
枠
組
に
潜
在
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら

い
る
か
ら
、
そ
れ
以
上
の
縮
少
は
、
家
族
の
扶
養
力
を
な
く
し
、
か

経
営
の
場
合
は
、
経
営
規
模
は
も
と
も
と
家
族
人
口

の
枠
と
あ
っ
て

少
な
い
し
寄
生
化
を
お
こ
な
っ
た
。
だ
が
大
正
末
の
こ
の
家
族
労
作

な
い
。
か
っ
て
明
治
期
の
地
主
手
作
経
営
の
場
合
は
、

年
雇

（
前
期

崩
さ
な
け
れ
は
、
経
営
規
模
の
縮
少
か
、
労
働
組
織
を
変
え
る
ほ
か

中
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
家
族
労
働
だ
け
で
、
農
繁
期
の
ピ

ー
ク
を

に
集
中
さ
せ
、

9
月
上
旬
か
ら
11
月
に
わ
た
る
収
穫
期
を
11
月
に
集

月
下
旬
か
ら

7
月
上
旬
に
わ
た
っ
た
移
植
期
を
6
月
下
↓
7
月
上
旬



す
な
わ
ち
、
生
産
力
を
反
当
収
量
な
い
し
日
当
収
量
に
表
現
す
る
と
、

て
増
大
す
る
。

家
族
労
働
主
軸

臨

時

雇

導

入

(
3
)
 

も
書
い
て
い
る
。

(
1
)
雇
傭
労
働
依
存

(
2
)
家
族
労
働
専

一

段

業
従
事
者
の
労
働
日
数
は
、

階

（佐賀）（岡山）（宮城）
中層（佐賀）上層
下層

自
小
作
中
層
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

‘
 

'
J
↓
 

ー jヽ
↓
 

ー大
↓

J

れ
は

経
営
規
模
と
労
働
組
織
（
様
式
）
と
の
関
連
で
変
化
す

大

↓

大

jヽ
↓
 

ー大
↓

大小

労
働
生
産
力

固
定
資
本
集
約
化

＼

流

動
資
本
集
約
化

/

経
営
規
模
拡
大

労
働
生
産
力

大
↓
jヽ
↓
 

ー

大小収反
↓ 量当

不
変

第
二
十
九
巻

至
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
か
し
実
人
員
5
万
を
越
え
、
延
べ
労
力
実
に
10
万
人
を
越
え
る
例
は
、
そ
の
規
模
に
お
い
て
空
前
の
も
の
で
あ
っ

(
4
)
 

た
。
昭
和
12
年
当
時
の
田
埴
履
傭
総
力
は
22
万
人
に
上
っ
た
が
、
そ
の
半
数
は
福
岡
県
か
ら
く
る
と
い
わ
れ
た
。」
と
『
展
開
過
程
』
の
著
者

と
こ
ろ
で
以
上
の
過
程
を
、
生
産
力
の
上
昇
と
い
う
観
点
か
ら
捕
え
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
か
り
に
第
10
表
に
よ
っ
て
、

雇
用
労
働

依
存
段
階
を
宮
城
県
に
、
家
族
労
働
専
一
段
階
を
岡
山
県
に
、
家
族
労
働
基
幹
＋
臨
時
雇
段
階
を
佐
賀
県
に
擬
し
て
み
る
。
当
然
、
家
族
農

―
つ
の
地
域
で
は
階
層
を
上
る
に
し
た
が
っ
て
増
大
し
、
ま
た
お
な
じ
階
層
で
は
、
宮
城
か
ら
佐
賀
に
む
か
っ

つ
ま
り
、

家
族
労
働
の
燃
焼
度
は
、
一
っ
は
経
営
規
模
拡
大
に
伴
い
、
二
つ
は
年
雇
労
働
の
排
除
に
応
じ
て
高
ま
る
。
け
れ

ど
も
、
反
当
労
働
日
数
は
、

家
族
労
働
の
燃
焼
度
が
高
く
な
る
ほ
ど
逆
に
低
く
な
る
。
す
な
わ
ち
、
上
層
農
家
ほ
ど
、
ま
た
宮
城
、
岡
山
よ

り
佐
賀
に
お
い
て
少
く
な
る
。
ま
た
「
労
働
一
日
当
リ
収
量
」
は
、
反
当
労
働
日
数
が
少
い
所
ほ
ど
高
く
な
る
。
そ
の
意
味
で
家
族
労
働
の

燃
焼
度
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
生
産
力
は
上
昇
す
る
と
い
え
る
。
整
理
す
る
と
、
こ
う
で
あ
る
。

土
地
生
産
力

反

当

労
働
日
数

日
当
収
量

段生

産

階力

労

働

集

約

化

方

第
五

・
六
号

向 一九
〇



第 11表 「佐賀段 階」の経営分析

I 
調査戸数 （戸）＇

経営耕地（反）

労働力 （人） 1 

水稲反当収量（石）

反 1 日当労賃（円）

総労働日 （反当）（日）

水稲労働日（反当）（日）

当農業収入 計 I
内稲作収入

収
物財費

労働費

費用価格 1

支差引余剰

I純収益I
自働 l反 当

家親 1 労働日当
労酬
し家族農従者 1人当

註）磯辺稿「いわゆる佐賀段階の形成過程」の第 33A,B表を整理 ・抽出

佐

自
小
作
中
層
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

経
営
規
模 ， 

3.02 

2.18 

33.6 

18.0 

203.9 

134.2 

77.0 

68.2 

145.2 

58.7 

41.0 

平 坦

5. 

17.1 

2.4 

I 

2.66' 

1.90 

38.5 

18.2 

183.1 

108.5 

65.3 

71.3 

136.6 

46.5 

27.9 

賀

田 作

20. 

18.1 

2.7 

奈

2.69' 

3.05 

43.9 

19.0 

222.3 

127.0 

75.4 

134.3 

209.8 

12.5 

6.3 

平 坦

7. 

13 5 

2.7 

田 作

19. 

14.0 

2.7 

良

2.51 

2.57 

48.9 

19.8 

220.6 

104.6 

81.7 

124.4 

206.1 

14.5 

0.5 

108.1 

3.2 

770.2 

98.0 

2.5 

657.0 

126.7 

2.9 

633.5 

119.4 

2.5 

619.1 

第
二
十
九
巻

第
五

・
六
号

一九

経
済
比
較
が
そ
れ
で
あ
り
、

あ
る
。

． 

概
括
す
る
と
こ
う
で

起
す
る
。
第
10
表
に
み
る
佐
賀
と
奈
良
と
の
経
営

・

分
析
に
よ
っ
て
、
磯
辺
俊
彦
氏
は
新
し
い
問
題
を
提

つ
分
析
で
あ
る
。
さ
ら
に
価
値
視
点
を
入
れ
つ

つ
、

(
5
)
 

『
中
庸
農
家
経
営
調
査
』

（
帝
国
農
会
昭
和
15
年
）
の

け
れ
ど
も
こ
れ
は
、
も
っ
ば
ら
生
産
力
視
点
に
た

お
け
る
中
層
進
出
の
秘
密
の
―
つ
が
あ
る
。

八
最
大
＞
が
結
び
つ
く
。
こ
れ
を
普
通
、
人
よ
ん
で

る
。
反
当
収
量
と
投
下
日
数
お
よ
び
両
者
の
関
係
数

と
し
て
算
出
さ
れ
る
日
当
収
量
は
お
な
じ
基
礎
の
上

で
変
化
す
る
。
そ
し
て
第
③
の
段
階
で
、
反
当
投
下

労
働
八
最
小
＞
、
反
当
収
量
八
最
大
＞
、
日
当
収
量

「
佐
賀
段
階
」
と
称
し
た
。

こ
こ
に
佐
賀
平
坦
部
に

よ
り
少
い
）
層
な
い
し
地
域
で
、
最
大
に
発
揮
さ
れ

い
（
経
営
規
模
が
よ
り
大
き
く
雇
傭
労
働
依
存
度
の

る
。
生
産
力
は
家
族
労
働
の
燃
焼
度
の
も
っ
と
も
高



こ
れ
は
、
磯
辺
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、

「
佐
賀
段
階
」
の
反
当
投
下
労
働
最
小
と
い
う
条

な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
か
ソ
・

す
な
わ
ち
、

る
。
佐
賀
が
奈
良
よ
り
、
裏
作
収
入
が
低
い
こ
と
を
含
め
作
目
が
単
純
化
さ
れ
水
稲
に
一
元
化
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
同
時
に
こ
れ
は
労

働
の
集
約
度
に
反
映
し
、
奈
良
に
高
く
、
佐
賀
に
低
い
。

当
然
、
反
当
の
総
投
下
労
働
お
よ
び
水
稲
作
投
下
労
働
は
、
佐
賀
に
少
く
、
奈
良

に
多
い
。
こ
れ
を
反
映
し
、
反
当
労
働
費
は
佐
賀
に
少
く
、
奈
良
に
多
い
。
物
財
費
（
そ
の
う
ち
肥
料
費
率
は
佐
賀
に
少
い
）
は
大
差
な
い

の
で
、
費
用
価
格
も
、

佐
賀
に
少
く
、

佐
賀
に
大
、

農
業
収
入
の
差
よ
り
、

は
、
佐
賀
に
高
く
、
奈
良
に
低
い
。
た
だ
、
反
当
自
家
労
働
報
酬
に
つ
い
て
は
、
労
賃
水
準
の
低
さ
、
反
当
投
下
労
働
の
少
さ
を
反
映
し
、

佐
賀
に
少
く
、
奈
良
に
多
い
。
け
っ
き
ょ
く
佐
賀
平
坦
部
で
は
、
反
当
投
下
労
働
が
少
く
、
労
賃
水
準
も
低
い
た
め
、
反
当
労
働
費
が
低
く

な
り
、
こ
れ
が
純
収
益
の
高
さ
を
生
ん
だ
。
け
れ
ど
も
家
族
労
働
牲
と
純
収
益
の
合
計
か
ら
な
る
自
家
労
働
報
酬
を
反
当
で
み
る
と
、
低
く

佐
賀
平
坦
部
に
お
け
る
上
地
利
用
率
の
低
さ
、
集
約
度
の
低
位
性
の
反
映
で
あ
る
。
も
っ
と
も
自
家
労
働
報
酬

も
、
日
当
な
い
し
家
族
従
業
者

一
人
当
り
で
み
る
と
、
や
は
り
佐
賀
平
坦
部
が
高
い
。
自
家
労
働
報
酬
に
つ
い
て
は
、
反
当
と
、
日
当
な
い

し
従
業
者
一
人
当
り
で
は
、
逆
行
す
る
。
さ
き
の
水
稲
生
産
力
に
つ
い
て
の
分
析
で
は
、

件
の
下
で
は
、
反
当
収
量
と
日
当
収
量
は
い
ず
れ
も
お
な
じ
方
向
に
動
く
こ
と
を
指
摘
し
た
。
だ
が
こ
こ
で
み
る
よ
う
に
、
総
収
入
を
対
象

と
し
た
、
自
家
労
働
報
酬
と
い
う
価
値
形
成
の
一
指
標
で
み
る
か
ぎ
り
、
反
当
と
日
当
と
は
逆
行
関
係
に
た
っ
て
い
る
。

「
二
期
作
体
系
か
ら
、
い
わ
ゆ
る

『
佐
賀
段
階
』
を
形
成
す
る
二
毛
作
体
系
へ
の
移
行
は
、
農

奈
良
に
多
い
。

費
用
価
格
の
両
者
の
差
が
大
き
い
た
め
、
余
剰
・
収
益
率

稲
作
収
入
は
反
当
収
量
を
反
映
し
、

奈
良
に
小
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
農
業
収
入
全
体
は
奈
良
は
佐
賀
を
上
廻

奈
良
佐
賀

水
稲
日
当
反
当
総

反
収
労
貨
労
働
日

小

高

大

大

低

小

（大）
（小）

地
域

水
稲
反
当
）

（
労
働

B

農
業
（
稲
作
）

収
入

収
入

大
（
小
）

小
（
大
）

小大

大小

労
働
費
率
収
益
率

反
当
自
家

労
働
報
酬

大
．ヽ
 

ー

自
小
作
中
層
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

第
二
十
九
巻

第
五
・
六
号

一九



自
小
作
中
層
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

生
産
力
の
上
昇
を
追
及
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た。

な
る
。

第
五

・
六
号

こ
れ
が
ま
た
家
族
労
作
経
営
の
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
、

九

そ
の
限
界
点
で
、
資
本
集
約
化
に
移
行
す

労
働
生
産
力
を
主
要
指
標
と
す
る
生
産
力
の
展
開
が
、
と
く
に
水
稲
作
と
の
み
結
び
つ
い
て
す
す
ん
だ
理
由
は
二
つ
あ
る
。
先
に
も
示
し

た
よ
う
に
、

―
つ
は
北
九
州
工
鉱
業
地
帯
に
成
立

・
展
開
す
る
労
働
力
市
場
へ
の
異
状
な
労
働
力
流
出
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
農
業
内
部
の

労
働
組
織
の
再
編
で
あ
る
。
再
編
と
は
、
年
雇
放
出
↓
家
族
労
作
経
営
確
立
↓
家
族
労
働
完
全
燃
焼
（
農
繁
期
補
助
労
働
と
し
て
の
臨
時
雇

導
入
）
の
追
及
で
あ
る
。

家
族
労
働
の
完
全
燃
焼
は
、
当
初
労
働
の
集
約
化
を
も
と
め
る
が
、

る
。
そ
し
て
こ
れ
は
ま
た
、
外
部
経
済
へ
の
閉
鎖
性
が
強
い
か
、
解
放
性
が
強
い
か
に
従
っ
て
変
っ
て
く
る
。
佐
賀
平
坦
部
の
場
合
、
も
ち

ろ
ん
外
部
経
済
へ
の
解
放
性
が
異
状
に
た
か
ま
り
、
労
働
力
流
出
1
1
農
業
労
働
力
不
足
が
規
定
要
因
と
な
っ
た
た
め
、
資
本
集
約
化

・
労
働

第
二
十
九
巻

経
営
規
模
拡
大
を
追
及
す
る
要
因
と

二
つ
は
、
お
な
じ
く
北
九
州
に
成
立

・
展
開
す
る
米
市
場
で
あ
る
。
水
田
平
坦
と
い
う
自
然
条
件
と
、
こ
の
市
場
条
件
が
、
商
業
的
農
業

の
発
展
を
米
に
限
定
す
る
。
商
業
的
農
業
の
方
向
を
も
っ
ぱ
ら
米
に
、
固
定

・
限
定
す
る
必
然
性
と
可
能
性
は
、
同
時
に
、
作
目
構
成
の
多

彩
化
1
1
経
営
の
多
角
性
を
追
及
す
る
集
約
化
を
排
除
し
、
経
営
規
模
拡
大
を
通
じ
る
水
稲
労
働
生
産
力
の
上
昇
を
追
及
さ
せ
る
。

は
り
当
時
の
日
本
農
業
の
最
高
水
準
に
到
達
し
て
い
た
。

民
経
営
に
お
け
る
再
生
産
の
あ
り
か
た
の
変
化
と
し
て
み
る
な
ら
ば
①
、
裏
作
収
入
率
の
拡
大
⑨
、
労
働
費
率
の
拡
大
⑱
、
小
作
料
率
の
縮

減
の
三
路
線
を
主
要
な
展
開
方
向
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
昭
和
15
年
で
の
奈
良
平
坦
農
業
は
、
こ
れ
ら
三
点
に
お
い
て

一
層
高
い

水
準
に
あ
り
、
し
た
が
っ
て
佐
賀
平
坦
挫
業
は

『
佐
賀
段
階
』
の
時
点
に
お
い
て
な
お
ま
だ
そ
の
水
準
に
ま
で
到
達
し
て
い
な
か
っ
た
」
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
当
時
の
佐
賀
平
坦
農
業
は
、
集
約
性
と
い
う
点
で
は
、
奈
良
農
業
に
一
歩
譲
る
が
、
水
稲
反
当
投
下
労
働
の
縮

減
（
労
働
生
産
力
の
増
大
）
が
、
水
稲
反
当
収
量
の
増
大
（
土
地
生
産
力
の
上
昇
）
を
、
主
導

・
規
制
し
つ
つ
進
ん
だ
と
い
う
点
で
は
、
や



第12表 経営規模別構成の変化
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5
 自

小
作
中
庖
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

註 中央物価統制協力会議「日本に於ける嬰業経営並に土地所有の変
遥に関する参考資料」

寄
生
地
主
制
の
確
立
は
お
そ
く
（
土
地
制
度
と
し
て
は
よ
り
古
い
残

総
じ
て
い
え
ば
、
水
田
平
坦
部
と
い
う
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ぼ

5

5
％
か
ら
5

0
％
へ

の
低
下
に
す
ぎ
な
い
。

3

5
％
に
著
減
し
て
い
る
。
全
国
水
準
で
い
え
ば
、
同
じ
期
間
に
ほ

事
実
、
小
作
料
率
も
機
械
揚
水
普
及
時
の
5

0
％
か
ら、

こ
の
時
期

る
寄
生
地
主
制
の
確
立
の
遅
れ
と
、
相
対
的
な
弱
さ
に
関
連
す
る。

ず
、

「
自
小
作
前
進
」
と
結
び
つ
い
た
所
以
は
、
佐
賀
平
坦
に
お
け

な
お
、
こ
の
「
中
層
進
出
」
が
、
農
民
運
動
の
激
発
と
結
び
つ
か

「
中
層
進
出
」
は
、
顕
著
で
あ
る
。

4

.

1
％
に
す
ぎ
な
い

こ
と
と
比
べ
る
と
、
佐
賀
平
坦
部
に
お
け
る

と
ん
ど
変
ら
な
か

っ
た
の
に
、
昭
和
14
年
に
は
、
全
国
平
均
で
は
2

ー
ニ
町
層
は
1
9
.
5
%

（
全
国
）

、
1
8
.
1
%

（佐
賀
）
と
ほ

る
ま
で
膨
脹
す
る
。
全
国
水
準
に
照
す
と
、
起
点
に
お
い
て
は
、

は
、
昭
和
14
年
、
明
治
末
の
約
二
倍
、
3
3
.
7
％
の
比
重
を
し
め

事
実
、
第

11
表
に
も
明
か
な
よ
う
に
、

の
上
限
ま
で
の
経
営
地
（
水
田
）
の
拡
張
の
必
然
性
は
、
ほ
ぽ
明
か

第
二
十
九
巻

以
上
に
よ
っ
て
、
佐
賀
平
坦
部
農
業
に
お
け
る
、
家
族
労
作
経
営

で
あ
ろ
う
。

一
ー
ニ

町
層

第
五

・
六
号

一
九
四



自
小
作
中
層
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

り
、
そ
の
包
蔵
水
量
は
、
関
係
水
田
の
灌
漑
期
間
の
総
用
水
量
の

6
.
3
％
で
あ
る
。
と
く
に
佐
賀
平
坦
は
た
か
く
、
そ
の
な
か
で
も
神
崎

郡
に
密
度
が
濃
い
。
お
お
ざ
っ
ば
に
い
う
と
、
分
布
は
平
坦
中
心
部
に
濃
く
、
北
部
山
麓
お
よ
び
南
部
海
岸
線
に
近
づ
く
に
し
た
が
っ
て
う

②

ク
リ
ー
ク

存
物
が
お
そ
く
ま
で
残
る
）
、
か
つ
そ
の
変
容
は
早
か
っ
た
。
お
な
じ
よ
う
に
、
零
細
農
耕
と
い
う
条
件
の
下
で
の
、
労
働
集
約
化
は
早
く

限
界
を
つ
き
、
資
本
集
約
化
に
転
移
す
る
。
こ
こ
に
自
小
作
中
層
前
進
の
必
然
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
戦
後
に
ひ
き
つ
ぐ
問
題
の
主
軸

の
―
つ
も
こ
こ
に
あ
る
。

佐
賀
平
坦
部
農
業
を
養
う
水
体
系
は
、
河
川
（
主
と
し
て
嘉
瀬
川
）
用
水
と
、
こ
れ
を
う
け
る
ア
ミ
の
目
状
の
ク
リ
ー
ク
と
、
海
岸
ぞ
い

千
拓
地
の
淡
水
（
ア
オ
）
利
用
の
三
者
か
ら
な
る
。

(1) 

用
水
路

「
佐
賀
段
階
」
と
水
体
系

第
五

・
六
号

一
九
五

嘉
瀬
川
に
は
大
小
一
四
の
用
水
路
が
あ
る
。
今
月
で
は
、
北
山
ダ
ム
の
完
成
に
と
も
な
う
幹
線
用
水
路
整
備
に
よ
っ
て

合
口
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
原
型
に
つ
い
て
上
流
か
ら
あ
げ
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
西
芦
刈
水
道

(
1
.
1
9
7
町
）
、
市
ノ
江
水

道

(
1
.
1
6
1
町
）
、
小
寺
井
樋

(
3
5

1
町
）
、
石
井
樋

(6
.
0
1
7
町
）
、
東
芦
刈
水
道

(
9
5
0
町
）
、
禅
門
井
樋

(
3
0
0

町
）
、
萩
野
井
樋

(1
8
0
町
）
、
水
取
井
樋

(5
2
2
町
）
、
他
に

1
0
0
町
未
満
の
受
益
面
積
を
も
つ
小
用
水
路
が
六
つ
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
そ
の
中
軸
は
石
井
樋
（
多
布
施
川
）
で
あ
る
。
嘉
瀬
川
の
水
は
、
こ
れ
ら
大
小
の
用
水
路
に
ほ
と
ん
ど
く
み
つ
く
さ
れ
、
そ
の
包
蔵
水

田
1
万
1
千
町
を
養
う
。

(
1
)
 

第

12
表
に
示
す
よ
う
に
、
佐
賀
平
野
全
体
で
ク
リ
ー
ク
面
積
の
関
係
水
田
面
積
に
し
め
る
比
は
、

四

ー
水
利
用
体
系
の
再
編
過

程
ー
—

第
二
十
九
巻

6
.
2
％
で
あ



第13表用水堀調査総括表

用水堀，用水堀用水堀水田 A I灌漑用
郡名面積容栢平均面積―--

戸： B 
水軍ー一

| (.A) （B) 水深 (C) C (D) D 
I 

三捉基 I 町 千m3 m ]一％［ 千m3ーニl
十坦三基□1598 1,8996 1 1.□□ 4,046 i 3.9 -49,615 1廷＿1
貸 1 神埼 1 336.55,207.1 1.55 1 3,737 9.o | 53,466 9.7 | 
半
佐賀 i 893.9. 9,762.5 [ 1.09 1 10,575 i 8.5 i 107,663 [ 9.1 
坦小城 209.6I 2,699.8 I 1.29 3,805 : 5.5 I 47,424 I 5.7 

I 

石杵島！ 202.2[ 1,612.6 1 0.80 6,148 I 3.5 I 68,589 i 2.3 

坦藤津 19.9 72.7| 0.36 836 1 2.3 9,829 0.7 

＇計- j 1,821.9 i 21,254 ! 1.17 I 29,147 I 6.2 j 336,586 I 6.3 —-~29,1411 6.2 I 

註 佐賀県「クリーク実態謁査戟告書」 P7による

白
平
・

自
小
作
中
層
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

あ
る
。

ら
に
こ
れ
を
直
線
で
は
な
く
、

蛇
行
さ
せ
れ
ば
、

水
の
停
滞
．
溜
蓄
は
大
き
く
な

弟
二
十
九
巻

す
く
な
る
。
ま
た
各
河
川
に
近
い
と
こ
ろ
で
は
少
く
、
遠
ざ
か
る
に
し
た
が
っ
て
密

慨
水
が
足
り
な
い
。
淡
水
利
用
と
は
、
既
耕
地
の
余
廃
水
を
、
潮
の
干
満
を
利
用
し

て
水
田
に
導
入
す
る
こ
と
で
あ
る
。
佐
賀
平
坦
部
に
は
、
佐
賀
江
、
八
田
江
、
本
庄

江
、
福
所
江
等
い
く
つ
か
の
排
水
河
川
が
あ
る
が
、
そ
の
感
潮
区
間
で
は
、
満
潮
時

は
河
水
が
停
滞
す
る
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
お
し
も
ど
さ
れ
る
。
塩
水
は
下
に
も
ぐ

り
、
淡
水
は
上
に
お
し
あ
げ
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
う
ま
く
す
れ
ば
、
満
潮
時
に
上

る
水
位
に
よ
っ
て
、
水
田
に
淡
水
を
自
然
導
入
で
き
る
。
こ
の
理
屈
を
応
用
し
た
の

が
淡
水
利
用
で
あ
る
。
典
型
的
に
は
、
筑
後
川
下
流
部
に
水
を
吐
く
佐
賀
江
沿
岸
に

み
ら
れ
る
。
し
か
も
佐
賀
江
は
、
海
岸
線
に
タ
テ
に
注
い
で
い
る
の
で
な
く
、
海
岸

線
に
ョ
コ
に
流
れ
て
、
筑
後
川
に
注
ぐ
。
た
め
に
河
水
は
い
っ
そ
う
停
滞
す
る
。
さ

「
鍾
子
の
弦
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
、
茶
ビ
ン
の
柄
の
よ

う
に
馬
蹄
型
に
水
を
廻
し
て
、

る
。
か
っ
て
は
こ
れ
を
舟
運
の
便
に
も
使
っ
た
が
、
現
在
で
は
潮
圧
を
利
用
し
て
灌

漑
水
に
と
り
こ
む
だ
け
で
あ
る
。
以
上
の
水
利
用
の
体
系
を
分
類
す
れ
ば
、
こ
う
で

に
な
っ
て
い
る
。

ア

オ
淡
水
利
用

(3) 

新
し
い
干
拓
地
で
は
、
用
水
権
が
な
い
の
で
、
ど
こ
で
も
灌

策
五
・
六
号

一
九
六



自
小
作
中
僭
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

地

（
ク
リ
ー
ク
地
域
）

一
平
野
部
5
メ
ー
ト
ル
等
高
線
以
北

ニ
5
メ
ー
ト
ル
等
高
線
以
南
、
嘉
瀬
川
以
東

三
同
上
嘉
瀬
川
以
西
牛
津
川
以
東

四
六
角
川
・
住
ノ
江
川
閻

（
非
ク
リ
ー
ク
地
域
）

五
北
部
山
麓
地
域

六
河
川
沿
い
地
域

七
旧
南
川
副
よ
り
北
有
明
に
い
た
る
有
明
海
沿
岸

八

筑

後

川

沿

い

以
上
の
よ
う
に
、
佐
賀
平
坦
は
大
小
の
河
川
の
用
水
路
と
、
こ
れ
を
う
け
る
無
数
の
ク
リ
ー
ク
と
、
淡
水
利
用
に
よ
っ
て
、
余
廃
水
を
も

反
覆
利
用
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、
水
の
精
緻
な
回
収
装
置
で
あ
り
、
水
を
陸
上
に
「
溜
蓄
」
す
る
す
ぐ
れ
た
メ
カ
ー
ー
ズ
ム
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
水
を
執
拗
に
利
用
し
つ
く
す
体
系
は
、
長
い
歴
史
過
程
を
経
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
原
型
は
、
大
化
改
新
の
条
理
制

に
あ
っ
た
整
然
と
し
た
耕
地
と
溝
渠
（
平
坦
北
部
5
メ
ー
ト
ル
等
高
線
よ
り
上
に
残
る
前
述
①
の
直
線
型
小
溝
状
ク
リ
ー
ク
）

ら
れ
る
。
荘
園
制
以
降
、
封
建
制
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
自
然
陸
化
と
千
拓
の
す
す
め
ら
れ
た
地
域
に
、
前
述
図
の
「
迷
路
型
大
溝
渠
」

ク
リ
ー
ク
が
、
さ
ら
に
加
わ
り
、
ま
た
有
明
海
に
む
か
っ
て
南
下
し
、
低
下
し
た
地
帯
に
、
淡
水
利
用
機
構
が
つ
く
ら
れ
た
。
そ
し
て
封
建

(
2
)
 

制
の
再
編
過
程
、
近
世
初
頭
、
鍋
島
藩
の
武
将
で
あ
り
、
す
ぐ
れ
た
土
木
技
術
者
で
あ
っ
た
成
富
兵
庫
に
よ
っ
て
、
こ
の
体
系
は
一
応
の
完

成
を
み
た
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
水
利
用
体
系
は
、
明
治
以
降
す
で
に
い
く
つ
か
の
破
綻
を
み
せ
て
い
る
。

域

河
川
ま
た

は
滸
池

河

JI

湛
水
田
な
い
し
作
井

拭

水

河

川

第
二
十
九

巻

第
五
・六
号

一
九
七

然

灌

漑

然

灌

漑

湛
水
な
い
し
地
下
水
揚
水

＂
ア

オ
”
利

用

の
配
列
に
み

自 目

河
水
遅
入
ク
リ
ー
ク

河
水
貯
留
ク
リ
ー
ク

河
水
貯
留
ク
リ
ー
ク

雨
水
貯
留
ク
リ
ー
ク

揚掲揚 自

水水 水烈

灌灌灌 溝

漑漑漑漑

直
線
型
小
溝
渠
状

迷
路
状
大
消
渠
型

直
線
状
大
溝
渠

直

線

状

池

溝

水

源

利
用
形
態

ク
リ
ー
ク
形
状



た
少
し
カ
ン
バ
ツ
気
味
に
な
る
と
、

近
世
以
降
と
く
に
幕
末
期
と
明
治
以
降
、
数
次
の
千
拓
が
行
わ
れ
、

千
拓
前
線
は
の
ぴ

た
。
け
れ
ど
も
既
耕
地
の
用
水
体
系
は
千
拓
の
進
展
に
応
じ
て
再
編
成
さ
れ
て
い
な
い
。
体
系
化
し
て
い
た
水
利
は
新
千
拓
地
の
出
現
に
よ

6
8
)
 

っ
て
当
然
破
綻
を
生
じ
る
。

こ
の
間
の
論
理
を

『
疏
導
要
書
』
に
借
り
れ
ば
こ
う
で
あ
る
。
「
新
地
ヲ
築
立
テ
国
ヲ
広
ム
ル
モ
可
然
ナ
ル
ヘ
ケ
レ

ト

モ
、
数
里
ノ
間
右
ノ
如
ク
洞
道
ヲ
持
ラ
ヘ
、
年
ヲ
経
テ
新
地
出
来
耕
作
ヲ
モ
営
ム
程
ニ
ナ
リ
テ
ハ
、

リ
水
害
弥
強
ク
可
相
成
事
ト
ソ
思
ハ
ル
ル
ナ
リ
、

諌
早
ノ
海
モ
数
百
町
ノ
据
ヲ
仕
立
テ
シ
ョ
リ
耕
作
ノ
益
是
ア
リ
ト
雖
モ
古
来
ヨ
リ
ノ
地
面
ハ
年
々
水
滞
シ
テ

損
耗
多
ク
成
リ
タ
ル
コ
ト
ノ
由
、
是
以
前
ナ
キ
コ
ト
ナ
レ
ト
モ
、
右
ノ
据
地
ヲ
築
立
シ
ョ
リ
江
筋
遠
ク
、

問
題
の
二
つ
は
水
利
慣
行
と
の
関
係
て
あ
る
。

屈
曲
出
来
テ
水
吐
ノ
弁
利
宜
カ
ラ
サ
ル
所
ヨ
リ
如
此

大
小
の
用
水
路
の
な
か
で
、
ず
ぬ
け
て
大
き
い
の
は
石
井
樋
に
取
水
す
る
大
井
手

大
井
手
は
旧
藩
時
代
佐
賀
城
用
水
と
本
藩
領
の
水
田
用
水
を
ま
か
な
う
た
め
開
設
さ
れ
、

比
し
て
優
先
取
水
す
る
特
権
を
も
っ
た
。

（右
岸
側
、
小
城
支
藩
）
と
の
間
で
、
前
者
1
2
.
7
、
後
者
1
の
割
合
で
あ
る
。

た
め
に
他
の
用
水
路
に

佐
賀
本
藩
）
と
、

手
側
へ
の
慣
行
に
よ
る
特
恵
措
置
で
あ
る
。
西
芦
刈
水
道
側
は
、
そ
の
分
水
口
の
浚
渫
を
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
毎
年
「
…
…
浚
渫
為
例
年

の
通
り
施
行
致
候
事
、
取
極
め
候
条
御
立
会
相
成
度
」
と
い
う
「
陳
情
書
」
を
、
酒
3
升
に
そ
え
て
、
多
布
施
側
に
さ
し
だ
し
て
い
た
。
ま

「
…
…
現
在
の
流
量
で
は
大
字
川
上
地
内
の
一
部
し
か
灌
漑
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
仮
土
俵
積
約
一

0
0

米
増
設
し
、
三

0
セ
ン
チ
程
度
の
増
水
を
図
り
度
く
」
と
い
っ
た
「
陳
情
」
を
、
そ
の
度
に
、
大
井
手
側
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

他
、
各
用
水
路
本
支
川
の
取
入
口
の
大
い
さ
、

堰
樋
門
の
大
小
、
型
、
材
料
は
ガ
ン
ジ
ガ
ラ
メ
の
慣
行
に
し
ば
ら
れ
て
い
る
。

J

の
慣
行
は
明
治
以
降
に
も
存
続
し
、

（
現
在
で
も

配
水
規
定
は
両
者
の
受
益
面
積
の
差
で
は
な
く
、

大
井

配
水
は
大
井
手
（
左
岸
側
、

西
芦
刈

（
多
布
施
川
）
で
あ
る
。

(2) 
れ
る
。

卜
聞
及
フ
」
旧
来
の
既
耕
地
は
常
に
浸
水
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ、

新
千
拓
地
は
、

用
水
の
保
証
が
な
い
た
め
、

絶
え
ず
水
不
足
に
悩
ま
さ

川
筋
ノ
水
吐
只
様
遠
ク
、
今
ニ
テ
サ
ヘ
ア
ル
ニ
後
年
二
至

①
問
題
の
ー
つ
は
千
拓
と
の
関
係
て
あ
る

自
小
作
中
層
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

第
二
十
九
巻
第
五
・
六
号

一
九
八



自
小
作
中
層
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

通
、
労
力
需
要
の
ピ
ー
ク
は
春
季
耕
↓
植
付
過
程
と
秋
季
の
収
穫
↓
調
整
過
程
に
あ
る
の
だ
が
、
佐
賀
平
坦
部
で
は
、
田
植
前
後
と
そ
れ
に

つ
づ
く
補
水
過
程
に
あ
っ
た
。
カ
ン
バ
ツ
時
に
は
、
ク
リ
ー
ク
の
水
位
が
下
る
と
、
水
車
を
一
段
か
け
る
だ
け
で
は
足
り
ず
、

2
段、

3
段

で

5
)

一
時
に

3
人
の
苦
汗
労
働
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

と
か
け
継
が
ね
ば
な
ら
な
い
。

3
段
で
あ
れ
ば
、

期
作
形
態
が
と
ら
れ
、
他
方
で
は
多
く
の
年
雇
労
働
が
導
入
さ
れ
た
。

が
唯
一
の
揚
水
手
段
で
あ
っ
た
。

そ
の
意
味
で
は
、

第
二
十
九
巻

第
五

・
六
号

一
九
九

揚
水
労
力
が
経
営
能
カ

・
規
模
の
最
大
の
規
定
要
因
で
あ
っ
た
。

―
つ
に
は

水
田
経
営
で
は
普

北
山
ダ
ム
が
で
き
て
洪
水
調
節
と
農
業
用
水
の
確
保
が
図
ら
れ
て
、
こ
う
い
う
慣
行
が
破
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
段
階
が
き
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
お
大
部
分
は
残
っ
て
い
る
。）
嘉
瀬
川
利
水
に
お
け
る
本
藩
（
多
布
施
1
1
大
井
手
側
）
と
支
藩
（
東

・
西
芦
刈
側
）
の
区
別
は

(
4
)

．
 

厳
然
と
生
き
残
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

③
問
題
の
三
つ
は
、
河
川
用
水
慣
行
と
ク
リ
ー
ク
用
水
慣
行
と
の
関
連
て
あ
る
。

有
（
直
轄
河
川
、
県
営
河
川
、
市
町
村
営
河
川
等
）
関
係
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
慣
行
と
は
そ
の
利
用
形
態
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
点
、
嘉
瀬
川
に
お
い
て
も
、
特
別
の
違
い
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
ク
リ
ー
ク
は
耕
地
に
附
属
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
か
ぎ
り
で
若
千
の

例
外
を
除
く
と
、
普
通
、
所
有
形
態
は
私
有
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
利
用
は
、
泥
土
揚
げ
等
、
共
同
で
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
耕
地
の
私
有

と
そ
こ
に
お
け
る
ュ
イ
と
お
な
じ
よ
う
な
関
係
が
成
立
す
る
。
八
総
有
個
人
（
な
い
し
部
落
）
利
用
＞

の
河
川
用
水
慣
行
と
、
八
私
有
共
同

利
用
＞
の
ク
リ
ー
ク
用
水
慣
行
と
が
複
雑
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
水
の
所
有
、
利
用
の
基
盤
の
上
で
、
佐
賀
平
坦
部
農
業
は
営
ま
れ
た
。
し
た
が
っ
て
前
に
掲
げ
た
「
ク
リ
ー
ク
地
域
」
の

分
類
の
な
か
で
、
①
を
除
く
他
の
②
③
固
地
域
で
は
、

稲
作
の
最
大
の
課
題

で
あ
っ
た
。
揚
水
が
「
打
ち
桶
」
か
ら
水
車
（
踏
み
車
）
に
か
わ
っ
た
の
は
徳
川
中
期
だ
が
、
そ
れ
以
後
、
大
正
中
期
ま
で
は
、
そ
の
水
車

ク
リ
ー
ク
か
ら
田
面
へ
の
人
為

・
人
工
に
よ
る
揚
水
が
、

普
通
、
河
川
用
水
の
場
合
は
所
有
に
関
し
て
は
総



け
れ
ど
も
ク
リ
ー
ク
用
水
基
盤
と
そ
の
上
で
の
揚
水
労
働
限
界
の
上
に
組
み
立
て
ら
れ
た
水
稲
二
期
作
形
態
は
、
三
化
メ
イ
贔
被
害
激
発

の
好
恰
の
土
台
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
メ
イ
晶
対
策
へ
の
関
心
は
独
り
佐
賀
県
だ
け
で
は
な
い
。
全
国
ど
の
地
域
を
と
っ
て
も
、
明
治
期

農
業
の
最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
。
明
治
末
菓
、
帝
国
農
会
の
組
織
化
と
と
も
に
、
そ
の
系
統
を
通
ず
る
技
術
指
導
の
一
環
と
し
て
、
メ
イ
贔

対
策
が
国
の
補
助
金
を
と
も
な
っ
て
、
末
端
農
家
に
も
滲
透
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
明
治
中
葉
以
来
の
調
査
・
研
究
で
、
三
化
メ
イ
晶
の
第

一
回
発
蛾
期
が

6
月
20
日
前
後
に
お
わ
る
と
い
う
こ
と
を
つ
ぎ
と
め
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
佐
賀
平
坦
部
で
一
一
期
作
慣
行
を
や
め
、
稲
の

移
植
期
を
後
期
一
本
に
し
ぼ
れ
ば
、
メ
イ
品
被
害
か
ら
逃
げ
き
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
確
認
も
さ
れ
た
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
学
理
上
の
確

大
正
中
葉
ま
で
は
、
県
当
局
は
毎
年
、

(
6
)
 

「
県
令
」
に
規
定
し
た
「
採
卵
」
、

降
の
晩
稲
一
本
に
し
ぼ
る
、

「
捕
蛾
」
、

だ
が
こ
の
遁
作
農
法
を
可
能
に
す
る
に
は
、

「
注
油
」
、

化
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
明
治
中
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
佐
賀
県
農
事
試
験
場
で
行
わ
れ
て
い
た
「
三
化
メ
イ
贔
点
火
誘
殺
蛾
調
査
」
の
成

(
6
)
 

績
を
、
平
野
全
域
に
検
証
す
る
た
め
、
大
正
11
年
の
「
告
示
」
で
は
「
稲
害
虫
験
知
燈
設
置
規
定
」
を
定
め
て
、
平
野
全
域
を
12
区
に
区
分

し
て
、
験
知
燈
を
設
鷹
し
て
い
る
。
そ
の
他
い
く
つ
の
試
行
錯
誤
を
し
て
い
く
が
、
学
理
的
に
は
早
、
中
期
を
や
め
て
、
移
植
6
月
20
日
以

メ
イ
晶
か
ら
の
「
遁
作
農
法
」
し
か
な
い
こ
と
を
、
再
確
認
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

ク
リ
ー
ク
用
水
基
盤
＋
踏
車
用
水
の
水
体
系
を
根
本
的
に
改
め
る
か
、
よ
り
多
く
の
労
力
を

一
時
に
投
入
す
る
ほ
か
は
な
い
。
け
れ
ど
も
後
者
に
つ
い
て
は
、
労
力
を
多
く
す
る
ど
こ
ろ
か
、
大
正
に
入
っ
て
年
屈
給
源
は
急
速
に
枯
渇

し
、
揚
水
労
働
を
人
海
戦
術
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
。
残
る
方
法
は
、
用
水
体
系
の
根
本
的
再
編
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
グ
リ
ー
ク

へ
の
揚
排
水
依
存
を
全
面
的
に
止
揚
し
、
ク
リ
ー
ク
そ
の
も
の
を
つ
ぶ
し
て
、
整
然
と
し
た
用
・
排
水
路
を
設
鷹
す
る
こ
と
で
あ
る
。
け
れ

等
を
で
な
い
。

大
正
10
年
5
月
の
県
会
に
い
た
る
ま
で
、

「
稲
田
＝
一
於
ケ
ル
メ
イ
品
駆
除
ノ
為
」
、

認
で
あ
っ
て
、
平
坦
部
一
円
の
事
実
の
検
証
に
よ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

自
小
作
中
層
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

口
県
令
」
を
だ
し
た
が
、
そ
の
方
法
は
、
明
治
45
年
の

第
二
十
九
巻

第
五
・
六
号

二
0
0

こ
の
方
法
に
変



掃
ス
ル
」

自
小
作
中
層
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

第
五
・
六
号

二
0

ど
も
こ
れ
は
、
土
地
に
高
低
の
少
い
干
拓
地
の
自
然
条
件
、
耕
地
お
よ
び
ク
リ
ー
ク
の
所
有
条
件
、
土
地
投
資
の
資
金
源
等
で
、
実
現
に
は

多
く
の
障
壁
が
あ
る
。
と
す
れ
ば
さ
ら
に
残
る
手
段
と
し
て
は
、
ク
リ
ー
ク
用
水
基
盤
は
旧
来
の
ま
ま
、
そ
の
上
の
踏
車
用
水
を
能
率
化
す

る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
力
に
よ
る
踏
車
を
、
機
械
に
変
え
る
こ
と
で
あ
る
。
ク
リ
ー
ク
用
水
基
盤
は
不
変
で
も
、
揚
水
能
率
を
機

械
に
よ
っ
て
高
め
れ
ば
遁
作
は
可
能
に
な
る
。
幸
い
、
小
型
電
動
機
と
ヒ
ュ
ー
ガ
ル
ボ
ン
プ
の
結
合
に
よ
る
揚
水
が
、
旧
来
の
足
踏
水
車
の

数
十
倍
の
能
率
を
発
揮
す
る
こ
と
を
実
証
し
た
。
大
正
9
年
、
大
井
手
水
利
組
合
は
、
そ
の
受
益
面
積
4
.
5
0
0
町
歩
に
対
し
、

こ
の
方
法
を
採
用
す
る
事
業
計
画
を
発
表
し
、
、
同
12
年
6
月
に
は
全
工
事
を
完
了
し
た
。
ま
た
平
野
部
の
他
の
水
利
組
合
も
あ
い
つ
い

で
、
電
気
灌
漑
施
設
を
完
成
し
た
。
こ
う
し
て
ク
リ
ー
ク
用
水
基
盤
＋
電
気
灌
漑
の
新
し
い
水
利
体
系
が
完
成
し
、
こ
の
体
系
の
上
に
、
遁

作
農
法
（
二
期
作
形
態
止
揚
）

1
1
一
期
作
水
稲
（
裏
作
麦
）
形
態
が
推
進
さ
れ
る
。

(
7
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県
当
局
の
当
時
の
「
告
諭
」
に
い
う
。

「
：
；
：
本
県
古
来
ノ
慣
行
タ
ル
早
晩
稲
二
依
リ
著
シ
ク
移
植
期
ヲ
異
ニ
ス
ル
稲
作
法
ヲ
改
良
シ
テ
其
ノ
移
植
期

ヲ
第
一
期
メ
イ
轟
発
生
ノ
終
慇
後
即
チ
六
月
二
十
日
以
降
ト
シ
本
田
二
於
ケ
ル
メ
イ
縁
ノ
発
生
蕃
殖
ヲ
防
ク
ト
共
二
苗
代
二
於
テ
極
力
駆
除
ヲ
行
ヒ
以
テ
其
ノ

根
源
ヲ
絶
ツ
ニ
在
リ
然
ル
ニ
此
等
ノ
地
方
二
於
テ
ハ
農
家
一
戸
当
リ
耕
作
反
別
比
較
的
多
キ
カ
為
労
カ
ノ
分
配
、

ル
ニ
至
ラ
サ
リ
シ
カ
時
世
ノ
進
運
ハ
農
業
経
営
ノ
革
新
ヲ
促
ス
コ
ト
急
ニ
シ
テ
徒
ラ
ニ
旧
慣
ヲ
墨
守
ス
ル
ヲ
許
サ
ス
今
ヤ
各
種
改
良
農
具
ノ
利
用
二
依
リ
労
ス

、
、
、
、
、
、
、

ヲ
節
約
シ
得
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
動
カ
ヲ
利
用
シ
テ
機
械
灌
漑
ヲ
行
フ
ノ
途
啓
ケ
之
力
普
及
ヲ
見
ム
ト
ス
ル
ノ
趨
勢
二
在
リ
為
ニ
―
期
作
実
行
上
多
大
ノ
障
害
ヲ
一

晩
稲
一
期
へ
の
統
一
化
の
基
盤
は
で
き
て
も
、
な
お
二
期
作
形
態
が
根
強
い
慣
行
と
し
て
残
る
こ
と
を
お
そ
れ
た
県
当
局
は
、
こ

(
9
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の
告
諭
の
ほ
か
に
、

12
年
以
降
も
数
回
に
わ
た
っ
て
「
県
令
」
を
だ
し
て
、
移
柩
期
引
下
げ
と
、
万
一

6
月
2
0
日
以
前
に
本
田
移
植
す

る
場
合
は
、
旧
来
の
方
法
（
採
卵
、
捕
蛾
、
注
油
、
点
燈
誘
蛾
等
）
を
も
あ
わ
せ
用
い
る
よ
う
指
令
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
事
実
は
大
井

手
水
利
組
合
関
係
は
も
ち
ろ
ん
、
平
坦
部
全
域
に
わ
た
っ
て
ほ
と
ん
ど

1
0
0
%
（
9
6
%
）
の
実
施
率
を
み
た
。

第
二
十
九
巻

水
利
ノ
関
係
等
ヲ
顧
慮
シ
来
夕
之
ヲ
実
行
カ

一
気
に



大
正

1
2
年
を
劃
期
と
す
る
、
ク
リ
ー
グ
用
水
基
盤
＋
電
気
灌
漑
体
系
の
確
立
は
、
旧
来
の
二
期
作
形
態
に
制
縛
さ
れ
て
い
た
農
業
技
術

を
、
大
き
く
近
代
化
に
解
放
す
る
。

そ
の
一
っ
は
、
農
機
具
と
り
わ
け
梨
の
改
良
で
あ
る
。
旧
来
、
西
南
二
毛
作
地
帯
に
は
、

さ
れ
た
「
短
床
梨
」
は
、
明
治
末
ー
大
正
初
に
は
、
福
岡
を
は
じ
め
と
す
る
西
南
―
―
毛
作
地
帯
に
広
く
普
及
し
た
。
け
れ
ど
も
、
佐
賀
平
坦

部
に
お
い
て
は
若
千
事
情
を
異
に
し
た
。
こ
こ
で
は
明
治
中
期
、
平
坦
部
特
有
の
重
粘
土
と
い
う
土
質
・
土
壌
条
件
も
あ
っ
て
耕
起
用
に
は

「
大
型
」
、

揆
土
反
転
用
に
は

「
く
れ
返
し
梨
」
、
代
掻
に
は
「
水
田
梨
」
と
区
分
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
明
治
末
、
短
床
型
の
導
入
に
よ
っ

て
、
前
二
者
が
―
つ
に
単
純
化
さ
れ
る
。
だ
が
、
そ
の
普
及
が
他
の
西
南
二
毛
作
地
帯
の
よ
う
に
す
す
ま
な
い
。
短
床
梨
普
及
は
、
電
気
灌

漑
体
系
確
立
を
基
礎
に
し
て
大
正
末
、
昭
和
初
に
は
じ
め
て
す
す
む
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
二
つ
は
、
品
種
問
題
で
あ
る
。
前
述
の

1
⑱
で
示
し
た
よ
う
に
、
大
正
中
期
ま
で
は
、
晩
生
種
「
神
力
」
へ
の
統
一
は
お
く
れ
た
。

お
く
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
前
掲
第
7
表
を
参
照
す
る
と
分
る
が
、

て
減
少
し
て
い
る
し
、
逆
に
早
生
の
「
早
神
力
」

老
農
技
術
の
主
軸
、

梨
」
の
性
能
（
牽
引
抵
抗
少
、
深
耕
適
）
と
、

「
都
」

「
神
力
」
の
肥
料
基
盤
は
大
豆
粕
で
あ
る
。
そ
の
大

「
神
力
」
の
最
盛
期
は
む
し
ろ
明
治
末
に
あ
っ
て
、
そ
の
後
は
か
え
っ

「
長
床
梨
」
の
安
定
性
を
と
っ
て
、

こ
の
老
農
技
術
の
延
長
線
上
に
、

「
膝
八
石
」
の
最
盛
期
は
、
大
正
中
期
に
あ
る
。
品
種
分
散
は
そ
れ
だ
け
激
し
か

っ
た
わ
け
だ
。
そ
れ
が
、
電
気
灌
漑
普
及
を
期
に
、
急
速
に
「
神
力
」
に
統
一
化
さ
れ
る
。
「
神
力
」
、
「
神
カ
一
号
」
、
「
神
カ
ニ
号
」
、

(9
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「
兵
庫
神
力
」
の
四
種
で
、
昭
和
2
年
に
は
全
水
田
面
積
の

5
0
％
を
領
し
た
。
ま
た
、
「
神
カ
ニ
号
」
だ
け
で
、
昭
和
3
年
2
.
2
万
町
歩

を
支
配
し
、
既
往
の
品
種
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
統
一
性
を
発
揮
し
た
。
け
れ
ど
も
、

豆
粕
は
、
大
正
末
の
輸
入
硫
安
の
激
増
、
昭
和
恐
慌
後
の
国
内
硫
安
の
生
産
確
立
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
。
大
豆
粕
を
基
軸
と
す
る
肥
料
体

「
短
床
型
」
が
生
み
だ
さ
れ
た
。
明
治
3
5
年
に
開
発

「
抱
持
立
梨
」
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
寄
生
地
主
制
確
立
期
に
は
、

旧
来
の
「
無
床

自
小
作
中
層
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

第
二
十
九
巻

第
五
・
六
号

二
0
ニ

「西
南
馬
耕
」
と
し
て
そ
の
先
進
性
を
誇
っ
た



自
小
作
中
層
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

第
五
・
六
号

系
の
上
で
お
そ
る
べ
き
多
収
性
を
発
揮
し
た
「
神
力
」
も
、
速
効
性
無
機
質
肥
料
の
上
で
は
、
徒
ら
に
、
そ
の
耐
病
性
の
弱
さ
、
稔
実
不
良

障
害
等
の
脆
さ
を
露
呈
す
る
。
硫
安
を
中
心
と
す
る
肥
料
体
系
の
上
で
、
さ
ら
に
新
品
種
が
も
と
め
ら
れ
、
事
実
、
そ
れ
以
後
九
州
各
県
の

水
田
に
最
大
の
普
及
面
積
を
も
っ
「
旭
」
が
登
場
し
た
。
た
だ
佐
賀
平
坦
で
は
、
肥
沃
土
壊
と
い
う
関
係
も
あ
っ
て
、

質
を
も
っ
「
神
徳
」
が
普
及
し
た
。
最
盛
時
、
昭
和
6
年
の

1
.
4
万
町
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
「
旭
」
に
せ
よ
、

全
国
水
準
よ
り
当
然
、

「
旭
」
と
お
な
じ
性

「
神
徳
」
に
せ
よ
、
昭
和

初
頭
の
米
穀
検
査
制
度
の
要
求
た
る
品
質
重
視
主
義
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
や
が
て
品
質
第
一
主
義
は
崩
れ
、
品
質
は
劣
る
が
、
多

収
で
重
量
の
多
い
「
神
山
」
に
そ
の
席
を
譲
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
昭
和
1

0
年
以
降
、
「
神
山
」
が
平
坦
部
水
田
の
過
半
を
支
配
す
る
。
以

上
の
よ
う
に
、
電
気
灌
漑
普
及
を
劃
期
と
し
て
、
水
稲
品
種
も
ま
た
、
急
速
に
統
一
化
さ
れ
る
。

そ
の
三
つ
は
、
商
品
化
米
に
お
け
る
農
民
主
導
権
の
確
立
と
、
こ
れ
の
大
衆
（
低
質
）
消
費
米
と
の
結
合
で
あ
る
。
先

(
I
の
②
）
に
ふ

れ
た
よ
う
に
、
全
国
的
に
も
大
正
末
ま
で
は
、
商
品
化
米
の
主
導
権
を
握
っ
た
の
は
地
主
で
あ
る
。
米
穀
検
査
制
度
は
、
そ
の
地
主
層
の
利

益
を
な
に
よ
り
代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
佐
賀
平
坦
部
で
は
、
地
主
制
の
性
格
を
反
映
し
て
、

る
。
そ
の
確
立
は
、
大
正
末
・
昭
和
初
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
当
時
は
、
す
で
に
全
国
的
に
は
商
品
化
米
の
主
導
権
を
漸
く
農
民
が
握
り
は
じ

め
る
。
佐
賀
平
坦
部
で
は
す
で
に
大
正
中
期
、
商
品
化
米
に
し
め
る
生
産
者
米
比
率
が
過
半
を
制
し
て
い
た
（
生
産
者
米
と
い
う
な
か
に
は

る
。
寄
生
地
主
制
の
確
立
は
お
く
れ
、
米
穀
検
査
制
度
の
完
成
も
お
く
れ
る
が
、
地
主
制
が
固
く
確
立
し
な
い
前
に
変
容
を
は
じ
め
る
よ
う

に
、
検
査
制
度
も
そ
の
確
立
時
に
は
、
す
で
に
農
民
に
主
導
権
を
握
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
昭
和
大
恐
慌
あ
け
、
市
場
で
い
え
ば
北
九
州
市

場
、
品
種
で
い
え
ば
「
神
山
」
、
い
わ
ば
地
域
大
衆
米
市
場
を
対
象
と
し
、
低
質
大
量
を
特
徴
と
す
る
、
農
民
米
が
進
出
し
て
い
く
。

以
上
の
条
件
を
基
盤
と
し
つ
つ
、
昭
和
1
2ー

1
5
年
に
頂
点
を
示
す
「
佐
賀
段
階
」
の
担
手
、
自
小
作
中
層
が
形
成
さ
れ
る
。
そ
し
て

当
時
は
も
ち
ろ
ん
年
雇
を
も
つ
自
作
大
経
営
が
多
い
）
の
で
、

昭
和
初
葉
に
は
、

第
二
十
九
巻

二
01

―-

農
民
米
比
率
は
高
く
な
っ
て
い

米
穀
検
査
制
度
の
確
立
が
お
く
れ



(
9
)
 

こ
の
基
礎
条
件
は
、
何
度
も
い
う
よ
う
に
大
正

1
2
年
の
、
ク
リ
ー
ク
基
盤
＋
電
気
灌
漑
の
水
体
系
の
再
編
に
あ
る
。
だ
が
同
時
に
、
こ
の

こ
と
の
な
か
に
、
戦
後
の
「
佐
賀
農
業
の
生
産
力
停
滞
」
の
、
秘
密
の
一
っ
が
あ
る
。
な
ぜ
か
な
ら
、
水
体
系
の
危
機
を
、
電
気
揚
水
に
よ

っ
て
、

い
っ
た
ん
は
つ
く
ろ
っ
て
も
、
そ
の
基
礎
た
る
ク
リ
ー
ク
に
は
、
な
ん
ら
の
変
革
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

註

(
1
)

佐
賀
県
『
ク
リ
ー
ク
実
態
調
査
報
告
書
』

（
昭
和
30
年
刊
）
に
よ
る

(

2

)

成
富
兵
庫
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
真
田
真
蔵
『
偉
人
成
富
兵
庫
』
（
大
正
6
年
刊
）
、

出
博
『
嘉
瀬
川
と
成
富
兵
庫
』
等
に
く
わ
し
い
。

(
3
)

南
部
長
恒
「
疏
導
要
書
』
（
天
保
5
年
）
尚
、
全
文
の
プ
リ
ン
ト
版
を
戦
後
佐
賀
県
庁
よ
り
刊
行
。
大
意
は
前
掲
『
佐
賀
県
干
拓
史
』
に
も
あ
る
。

(

4

)

拙
稿
『
河
川
経
済
論
』
（
「
水
利
科
学
」

1
巻
3
号）

(

5

)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
佐
賀
農
業
の
展
開
過
程
』
に
く
わ
し
い
。

(
6
)

佐
賀
県
告
ホ
第
百
三
十
六
号
「
稲
害
虫
験
知
燈
設
置
規
定
」
（
大
正
11
年
4
月
6
日

）

．

(
7
)

佐
賀
県
告
諭
第
一
号
（
大
正
12
年
2
月
16
日）

(

8

)

佐
賀
県
令
第
二
十
四
号
（
大
正
12
年
4
月
1
8
日
）
、
佐
賀
県
令
第
三
十
五
号
（
大
正
14
年
5
月
13
日
）
等
で
、
「
稲
本
田
に
於
け
る
メ
イ
虫
駆
除
の

た
め
本
年
六
月
二
十
日
前
本
田
に
移
植
し
た
も
の
は
害
虫
駆
除
予
防
法
第
三
条
に
依
り
」
「
点
火
誘
殺
」
等
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
い
っ

て
い
る
。

前
掲
「
九
州
地
方
に
お
け
る
水
稲
品
種
変
遷
の
立
地
学
的
考
察
」

自
小
作
中
層
前
進
論
の
今
日
的
坐
標

佐
賀
県
耕
地
協
会
『
佐
賀
県
干
拓
史
』
（
昭
和
1
5
年
刊
）
小

第
二
十
九
巻

第
五
・
六
号

二
0
四


